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はじめに

この Sun Server Managementドキュメントでは、Hardware Management Packとそのコ
ンポーネントをインストールして使用する方法についての詳細情報を提供します。

この「はじめに」では、関連ドキュメント、Sunへのフィードバックの送信、および
ドキュメントの変更履歴について説明します。

■ 7ページの「関連マニュアル」
■ 8ページの「このドキュメントについて (PDFおよびHTML)」
■ 8ページの「関連する Sun以外のWebサイト情報」
■ 8ページの「コメントをお寄せください」
■ 8ページの「変更履歴」

関連マニュアル
Sunサーバー 1台構成の管理に関連するドキュメントのリストを次に示します。これ
らのドキュメントとその他のサポートドキュメントは、次のWebサイトで入手でき
ます。

http://docs.sun.com/app/docs/prod/svrmgmt.pack

マニュアル名 説明

『Sun Server Hardware Management Pack
User's Guide』

Sun Server Hardware Management Packの概要およびコン
ポーネントのインストール方法

『Sun Server Management Agent User's
Guide』

Sun Server Management Agentsのインストール、設定、お
よび使用方法

『Sun Server CLIツールおよび IPMItool
ユーザーズガイド』

Sun Server CLIツールおよび IPMItoolのインストール、設
定、および使用方法
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このドキュメントについて (PDFおよびHTML)
このドキュメントセットは、PDFおよびHTMLの両形式で利用できます。トピック
に基づく形式 (オンラインヘルプと同様)で情報が表示されるため、章、付録、およ
びセクション番号は含まれません。

関連する Sun以外のWebサイト情報
このドキュメントでは Sun以外のURLが参照されており、追加の関連情報を提供し
ています。

注 –このマニュアルで紹介する Sun以外のWebサイトが使用可能かどうかについて
は、Sunは責任を負いません。このようなサイトやリソース上、またはこれらを経由
して利用できるコンテンツ、広告、製品、またはその他の資料についても、Sunは保
証しておらず、法的責任を負いません。また、このようなサイトやリソース上、ま
たはこれらを経由して利用できるコンテンツ、商品、サービスの使用や、それらへ
の依存に関連して発生した実際の損害や損失、またはその申し立てについても、Sun
は一切の責任を負いません。

コメントをお寄せください
マニュアルの品質改善のため、お客様からのご意見およびご要望をお待ちしており
ます。ご意見を投稿するには、http://docs.sun.comにアクセスし
て、「Feedback」をクリックしてください。

変更履歴
このドキュメントセットには次の変更が加えられています。

■ 2009年 12月、初版発行。
■ 2010年 4月。

このドキュメントについて (PDFおよびHTML)
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Sun Server CLIツールの概要

Sun Server CLIツールは、Hardware Management Packに含まれています。Hardware
Management Packは、サーバーハードウェアの設定および管理に必要となる、オペ
レーティングシステム (Operating System、OS)のネイティブツールおよびエージェン
トを配布するためのメカニズムです。

詳細は、『Sun Server Hardware Management Pack User's Guide』および『Sun Server
Hardware Management Agents 2.0ユーザーズガイド』を参照してください。

ダウンロードパッケージには、Sun Server Component Managerが含まれています。こ
れは、ハードウェアコンポーネントの管理に使用できるクロスプラットフォームイ
ンストーラです。

Hardware Management Packは、インストール可能な次のコンポーネントで構成されて
います。

■ Sun Server Management Agents
■ Hardware Management Agentは、システムのハードウェアコンポーネントおよ
びストレージコンポーネントを管理します。

■ Storage Management Agentは、ストレージコンポーネントの監視情報を ILOM
に送信します。

■ Sun Server CLIツール
■ biosconfigは、サーバーの BIOS CMOS設定およびホストのブート順序を設定
できるクロスオペレーティングシステムCLIツールです。33ページ
の「biosconfig 」を参照してください。

■ fwupdateは、任意のサーバーコンポーネントのファームウェアをアップグ
レードでき、SASストレージコンポーネントのファームウェアの更新だけをサ
ポートするクロス OSツールです。詳細は、57ページの「fwupdate」を参照
してください。

■ raidconfigは、RAIDボリュームを設定できる、クロスOSかつクロスベン
ダーな CLIツールです。詳細は、65ページの「raidconfig」を参照してくだ
さい。

■ ilomconfigは、XML入力を使用して ILOM設定を操作できるクロスOSツール
です。詳細は、81ページの「ilomconfig」を参照してください。

関連項目:
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■ 27ページの「CLIツールのコマンド構文および表記規則」

Sun Server CLIツールの概要
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コンポーネントのインストール

このセクションでは、提供された Sun Server Component Managerを使用して、Sun x86
サーバーでHardware Management Packコンポーネントをインストールおよびアンイ
ンストールする方法について説明します。このセクションでは、次の項目について
説明します。

■ 11ページの「はじめに」
■ 11ページの「準備すべき事柄」
■ 12ページの「ソフトウェアの入手」
■ 13ページの「Sun SSM Component Managerの概要」
■ 13ページの「前のバージョンからのアップグレード」
■ 14ページの「Component Managerの使用 (Linuxおよび Solarisの場合)」
■ 20ページの「Component Managerの使用 (Windowsの場合)」

はじめに
Hardware Management Packコンポーネントは、次の方法でインストールできます。

■ 対話型モードで Sun Server Component Managerを使用します。
■ 無人モードで Sun Server Component Managerを使用します。

どのインストール方法を選択しても、Linuxまたは Solarisの場合は root、Windowsの
場合はAdministratorのように、管理者権限を持つユーザーとしてインストールを実
行する必要があります。

準備すべき事柄
サポートされるコンポーネントはサーバーやオペレーティングシステムによって異
なるため、インストールするすべてのコンポーネントがターゲットのプラット
フォームをサポートしていることを確認してください。続行する前に、サポートさ
れているプラットフォーム情報を次のWebサイトで確認してください。

http://www.sun.com/systemmanagement/managementpack_supportmatrix.jsp

ターゲットサーバーのオペレーティングシステムによって、次に示す注意事項があ
ります。
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■ Oracle Solarisオペレーティングシステム - Sun Server Hardware SNMP Pluginsが正し
く機能するためには、System Management Agent (SMA)がインストールされている
必要があります。Solarisにはデフォルトで SMAがインストールされていま
す。SMAについての詳細は、snmpd(1M)を参照してください。Hardware
Management Packコンポーネントのインストールは、大域ゾーンで実行する必要
があります。Hardware Management Agentが正しく機能するためには、システムに
デバイス /dev/bmcがインストールされている必要があります。

■ Linuxオペレーティングシステム - Sun Server Hardware SNMP Pluginsが正しく機能
するためには、Net-SNMPがインストールされている必要があります。Net-SNMP
についての詳細は、snmpdドキュメントを参照してください。また、Sun x86
サーバーのサービスプロセッサとホストオペレーティングシステムとの間
で、KCS IPMIインタフェースが有効になっていることを必ず確認してくださ
い。Hardware Management Agentが正しく機能するためには、Hardware
Management Agentの使用時に、rootユーザーが IPMIデバイスに対して読み取
り/書き込みアクセス権限を持つ必要があります。

■ Windowsオペレーティングシステム - Sun Server Hardware SNMP Pluginsが正しく
機能するためには、IPMIデバイスがインストールされ、SNMPサービスが有効に
なっている必要があります。使用しているWindowsのバージョンで利用可能な
IPMIデバイスについての詳細は、使用しているWindows製品ドキュメントを参
照してください。

ソフトウェアの入手
開始する前に、ターゲットの Sunサーバーのオペレーティングシステムと互換性の
ある最新のHardware Management Packを次のWebサイトからダウンロードする必要
があります。

http://www.sun.com/system-management/os-hw-mgmt

このファイルには、Hardware Management Packコンポーネントをインストールするた
めに必要なファイルが含まれています。

Hardware Management Packでサポートされているオペレーティングシステムのダウン
ロードファイルの名前を次に示します。

sun-ssm-mgmt-pack-version- OSVersionNumber

versionはHardware Management Packのバージョンを意味し、OSVersionNumberは、こ
のHardware Management Packが対象とするオペレーティングシステムを意味しま
す。

Hardware Management Packをダウンロードしたら、管理する Sun x86サーバーの
ローカルディレクトリでファイルを圧縮解除する必要があります。

ソフトウェアの入手

Sun Server CLIツールおよび IPMItool 2.0ユーザーズガイド • 2010年 4月12
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注 – Solarisオペレーティングシステムでは、pkgadd(1M)の制限により、Hardware
Management Packを圧縮解除するパスに空白を含めると、インストールプロセスを続
行できません。

Sun SSM Component Managerの概要
Sun SSM Component Manager (Component Manager)は、Hardware Management Packの一
部として提供されます。Component Managerにより、Hardware Management Packコン
ポーネントのインストールとアンインストールが可能になるだけでなく、現在イン
ストールされている使用可能なコンポーネントを検査することができま
す。Component Managerの使用方法は、使用しているオペレーティングシステムに
よって異なります。

Component Managerがインストールされている Linuxおよび Solarisオペレーティング
システムでは、そのままコンポーネントをインストールできます。手順について
は、14ページの「Component Managerの使用 (Linuxおよび Solarisの場合)」の内容に
従ってください。

Windowsオペレーティングシステムでは、Component Managerはダウンロード先の
フォルダから実行され、1つ以上のコンポーネントがインストールされるとインス
トールディレクトリにコピーされます。手順については、20ページの「Component
Managerの使用 (Windowsの場合)」の内容に従ってください。

前のバージョンからのアップグレード
システムにバージョン 1.3よりも前のHardware Management Packがインストールされ
ている場合、最新バージョンをインストールする前に、以前のバージョンを手動で
アンインストールする必要があります。インストール手続きでComponent Manager
が以前のHardware Management Packバージョンを検出した場合、Component Manager
を使用したリリースのパッケージングが変更されているため、システムのアップグ
レードは行われません。

Management Agents 2.0は、Hardware Management Packバージョン 1.3の一部として提
供されるCLI Tools 1.0と互換性がありません。Component Managerがこの競合を検出
した場合は、CLI Toolsコンポーネントのアップグレードを承認する必要がありま
す。CLI Tools 2.0は、Hardware Management Packバージョン 1.3の一部として提供さ
れるManagement Agents 1.3と互換性がありません。対話型モードでComponent
Managerを使用中にこの競合が検出された場合は、Management Agentsコンポーネン
トのアップグレードを承認する必要があります。無人モードでComponent Manager
を使用中にこの競合が検出された場合は、Management Agentsコンポーネントは自動
的にアップグレードされます。

前のバージョンからのアップグレード
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いずれの場合でも、次のWebサイトでサポートされているサーバーマトリックスを
確認し、システムがアップグレードされたコンポーネントによってサポートされて
いることを必ず確認してください。

http://www.sun.com/systemmanagement/managementpack_supportmatrix.jsp

Component Managerの使用 (Linuxおよび Solarisの場合)
Component Managerを Linuxおよび Solarisオペレーティングシステムで使用するに
は、最初にComponent Managerをインストールする必要があります。Component
Managerをインストールすると、コマンド行インタフェースを使用して対話式にコン
ポーネントをインストールする方法か、コマンド行スイッチを使用して自動的にコ
ンポーネントをインストールする方法のいずれかを選択できます。後者の場合
は、無人インストールが有効になります。

▼ Component Managerのインストール方法 (Linuxおよび Solarisの場
合)
続行する前に、ターゲットサーバーにHardware Management Packをダウンロードし
て圧縮解除する必要があります。そして、root権限を持つユーザーとして次の手順
を実行する必要があります。

端末を開きます。

Hardware Management Packパッケージを圧縮解除したディレクトリに移動し、次に
SOFTWAREサブディレクトリに移動します。

次のコマンドを入力します。

./setup.sh

Component Managerインストーラが起動します。

Component Managerのインストールを確認する次のメッセージで、Yと入力します。
Sun SSM Component Manager をインストールしますか ? [Y]es, [N]o>

Component Managerが次のパスでサーバーにインストールされます。

/usr/sbin/sunssmcompmgr

Component Managerのインストールが完了すると、インストーラが、Component
Managerを対話型モードで自動的に起動するかどうかを尋ねます。

Component Managerをインストールすると、対話型モードまたは無人モードのいずれ
かを選択できます。詳細は、次を参照してください。

始める前に
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■ 15ページの「対話型モードでのComponent Managerの使用 (Linuxおよび Solaris
の場合)」

■ 18ページの「無人モードでのComponent Managerの使用 (Linuxおよび Solarisの
場合)」

対話型モードでのComponent Managerの使用 (Linuxおよ
び Solarisの場合)

Component Managerを対話型モードで使用している場合、対話式のコマンド行インタ
フェースでコンポーネントを操作できます。

注 – Windowsオペレーティングシステムではコマンド行の対話型モードを使用できな
いため、Windowsのグラフィカルインストーラを使用します。23ページ
の「Component Managerのコマンド行インタフェースの使用 (Windowsの場合)」を参
照してください。

次の表に、Component Managerを対話式に使用する場合に使用できる機能を示しま
す。

オプション 機能

[L]ist 現在使用可能なコンポーネントのリストを表示します。

[D]etailed list 現在使用可能なコンポーネントのリストに関する詳細情報を表示しま
す。

[I]nstall 使用可能なコンポーネントの一部またはすべてのインストールを可能に
します。

[U]ninstall 現在インストールされているコンポーネントの一部またはすべてのアン
インストールを可能にします。

[H]elp Component Managerの使用方法に関する情報を表示します。

[Q]uit Component Managerを終了します。

[]文字の間に示された英文字を入力して、Component Managerのオプションを選択し
てください。

対話型モードでの Component Managerの使用 (Linuxおよび Solarisの場合)
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Component Managerをインストールすると、Component Managerの対話型モードまた
は無人モードのいずれかを使用してHardware Management Packコンポーネントに対
応できます。詳細は、次を参照してください。

■ 15ページの「対話型モードでのComponent Managerの使用 (Linuxおよび Solarisの
場合)」

■ 18ページの「無人モードでのComponent Managerの使用 (Linuxおよび Solarisの
場合)」

▼ Component Managerを対話式に使用した場合のインストール方法
(Linuxおよび Solarisの場合)
続行する前にComponent Managerをインストールする必要があります。そして、root
権限を持つユーザーとして次の手順を実行する必要があります。

注 –前のバージョンからアップグレードする場合は、13ページの「前のバージョンか
らのアップグレード」を参照してください。

端末を開きます。

Hardware Management Packのダウンロードファイルを圧縮解除したディレクトリ内
で、SOFTWAREサブディレクトリ内の Packagesサブディレクトリに移動します。

次のコマンドを入力して、Component Managerを対話型モードで起動します。

/usr/sbin/sunssmcompmgr

Component Managerが起動し、Packagesサブディレクトリにある現在インストール
されているコンポーネントと使用可能なコンポーネントのリストが表示されます。

ヒント –オプションの -d directoryは、Component Managerが使用可能なコンポーネン
トを検索するディレクトリを指定します。

使用可能なコンポーネントのリストに表示されているコンポーネントをインス
トールするには、次のメッセージで Iと入力します。

[L]ist, [D]etailed list, [I]nstall, [U]ninstall, [H]elp or [Q]uit >

使用可能なコンポーネントの番号付きのリストが表示されます。

次のいずれかのオプションを選択します。

■ 1つの特定のコンポーネントをインストールするには、コンポーネント名の右側
に表示されている番号を入力します。

始める前に

1

2

3

4

5
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■ 一覧表示されているすべてのコンポーネントをインストールするには、Aと入力
します。

■ 前のメニューに戻るには、Rと入力します。

手順 5で選択したコンポーネントによって、次に示すような追加オプションの指定
が必要になる場合があります。

■ hwmgmtd サービスを起動しますか ? [Y]es, [N]o >

名前付きのサービスを起動または再起動するには、Yと入力します。

■ 起動時に hwmgmtd サービスをデフォルトで有効にしますか ? [Y]es, [N]o >

名前付きのサービスをサーバーが起動するたびに有効にするには、Yと入力しま
す。

▼ Component Managerを対話式に使用した場合のアンインストール
方法 (Linuxおよび Solarisの場合)

端末を開きます。

次のコマンドを入力して、Component Managerを対話型モードで起動します。

/usr/sbin/sunssmcompmgr

Component Managerが起動し、現在インストールされているコンポーネントのリスト
を表示します。

使用可能なコンポーネントのリストに表示されているコンポーネントをアンインス
トールするには、次のメッセージで Uと入力します。

[L]ist, [D]etailed list, [I]nstall, [U]ninstall, [H]elp or [Q]uit >

使用可能なコンポーネントの番号付きのリストが表示されます。

次のいずれかのオプションを選択します。

■ 1つの特定のコンポーネントをアンインストールするには、コンポーネント名の
右側に表示されている番号を入力します。

■ 一覧表示されているすべてのコンポーネントをアンインストールするには、Aと
入力します。

■ 前のメニューに戻るには、Rと入力します。

6

1

2

3

4

対話型モードでの Component Managerの使用 (Linuxおよび Solarisの場合)

17



無人モードでのComponent Managerの使用 (Linuxおよび
Solarisの場合)

Component Managerは、Hardware Management Packコンポーネントをコマンド行で操
作できる無人モードを提供しています。

Linuxおよび Solarisオペレーティングシステムでは、Component Managerは次のコマ
ンド行オプションを提供しています。

オプションとアクション 機能

-h Component Manager使用時のヘルプを表示します。

-v Component Managerのバージョン情報を表示します。

-d directory コンポーネントパッケージのカスタムディレクトリを指定し
ます。デフォルトのオプションでは、現在のディレクトリで
コンポーネントパッケージを検索します。

-l log ログ用のカスタムファイルを指定します。

-s コンポーネントのインストールおよびアンインストール中の
サービスの操作 (起動、再起動、または停止)を無効にしま
す。

-C インストール済みのコンポーネントと使用可能なコンポーネ
ントの両方に関する情報を表示します。

-D インストール済みのコンポーネントと使用可能なコンポーネ
ントの両方に関する詳細情報を表示します。

-I COMPONENT1:COMPONENT2 コンポーネントをインストールします。コンポーネント名は
コロン (:)で区切られます。コンポーネントのリストとし
て「ALL」が指定されている場合、使用可能なすべてのコン
ポーネントがインストールされます。

-U COMPONENT1:COMPONENT2 コンポーネントをアンインストールします。コンポーネント
名はコロン (:)で区切られます。コンポーネントのリストとし
て「ALL」が指定されている場合、使用可能なすべてのコン
ポーネントがアンインストールされます。

-Iオプションを使用してインストールするコンポーネントを一覧表示する場合、ま
たは -Uオプションを使用してアンインストールするコンポーネントを一覧表示する
場合は、コンポーネント名をコロン (:)で区切る必要があります。-Cまたは -Dオプ
ションを使用すると、コンポーネント名が角括弧に囲まれて表示されます。

無人モードでの Component Managerの使用 (Linuxおよび Solarisの場合)

Sun Server CLIツールおよび IPMItool 2.0ユーザーズガイド • 2010年 4月18



▼ Component Managerを無人モードで使用した場合のインストール
方法 (Linuxおよび Solarisの場合)
Component Managerを無人モードで使用する場合は、コンポーネントを個別に、また
はすべてインストールすることができます。Component Managerは、Packagesサブ
ディレクトリにある使用可能なコンポーネントのリストを表示できます。ま
た、Component Managerがコンポーネントに関連したサービスを自動的に起動するか
どうかを設定することもできます。

注 –前のバージョンからアップグレードする場合は、13ページの「前のバージョンか
らのアップグレード」を参照してください。

端末を開きます。

Hardware Management Packのダウンロードファイルを圧縮解除したディレクトリ内
で、SOFTWAREサブディレクトリ内の Packagesサブディレクトリに移動します。

ヒント – Packagesサブディレクトリに移動する代わりに、コンポーネントの
パッケージに使用する代替ディレクトリをComponent Managerに渡す場合は、-d

directoryオプションを使用します。

次のコマンドを入力して、使用可能なコンポーネントを一覧表示します。

/usr/sbin/sunssmcompmgr -C

使用可能なコンポーネントのリストが端末に表示されます。次の手順で使用するコ
ンポーネントの正確な名前は、たとえば [component name]のように、角括弧に囲ま
れて表示されます。

次のいずれかのオプションを選択します。

■ 選択したコンポーネントを無人モードでインストールするには、次のコマンドを
入力します。

sunssmcompmgr -I COMPONENT1:COMPONENT2

COMPONENT1:COMPONENT2はインストールするコンポーネントのリストであ
り、コロン (:)で区切られています。

■ 使用可能なすべてのコンポーネントを無人モードでインストールするには、次の
コマンドを入力します。

sunssmcompmgr -I ALL

選択したコンポーネントがインストールされます。

1
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4
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▼ Component Managerを無人モードで使用した場合のアンインス
トール方法 (Linuxおよび Solarisの場合)

端末を開きます。

次のコマンドを入力して、現在インストールされているコンポーネントを一覧表示
します。
/usr/sbin/sunssmcompmgr -C

ヒント –現在インストールされているコンポーネントの詳細情報を取得する場合
は、-Dオプションを使用します。

現在インストールされているコンポーネントが一覧表示されます。次の手順で使用
するコンポーネントの正確な名前は、たとえば [component name]のように、角括弧
に囲まれて表示されます。

次のいずれかのオプションを選択します。

■ 選択したコンポーネントを無人モードでアンインストールするには、次のコマン
ドを入力します。
/usr/sbin/sunssmcompmgr -U COMPONENT1:COMPONENT2

COMPONENT1:COMPONENT2はインストールするコンポーネントのリストであ
り、コロン (:)で区切られています。

■ インストールされているすべてのコンポーネントを無人モードでアンインス
トールするには、次のコマンドを入力します。
/usr/sbin/sunssmcompmgr -U ALL

選択したコンポーネントがアンインストールされます。

Component Managerの使用 (Windowsの場合)
Component ManagerをWindowsオペレーティングシステムで使用する場合は、コマ
ンド行インタフェースかグラフィカルユーザーインタフェースのいずれかを選択で
きます。Component Managerのグラフィカルユーザーインタフェースは、SSMコン
ポーネントを管理するための便利なウィザードを提供しています。Component
Managerのコマンド行インタフェースは、無人での配備に使用できるテキストベース
のインタフェースを提供しています。

このセクションでは、次の情報について説明します。

■ 21ページの「Component Managerのグラフィカルインタフェースの使用
(Windowsの場合)」

1

2

3
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■ 23ページの「Component Managerのコマンド行インタフェースの使用 (Windows
の場合)」

Component Managerのグラフィカルインタフェースの使
用 (Windowsの場合)

Component Managerのグラフィカルインタフェースは、コンポーネントを操作するた
めのグラフィカルなウィザードを提供します。Component Managerは、Packagesサ
ブディレクトリにある使用可能なコンポーネントのほかに、インストール済みのコ
ンポーネントのリストを提供します。また、Component Managerがコンポーネントに
関連したサービスをどのように設定するかを制御することもできます。

▼ Component Managerのグラフィカルインタフェースを使用した場
合のインストール方法 (Windowsの場合)
Component Managerのグラフィカルインタフェースを使用する場合は、コンポーネン
トを個別に、またはすべてインストールすることができます。Component Managerが
コンポーネントに関連したサービスを自動的に起動または再起動するかどうかを選
択することもできます。

注 –前のバージョンからアップグレードする場合は、13ページの「前のバージョンか
らのアップグレード」を参照してください。

Hardware Management Packをダウンロードして展開したフォルダに移動し、SOFTWARE

フォルダを開きます。

sunssmcompmgr_guiをダブルクリックします。

Component Managerのグラフィカルインタフェースが開きます。

ローカルのインストールソースで「Deploy component (配備コンポーネント)」をク
リックします。

配備可能なコンポーネントの情報が表示されます。

画面の右側に、配備可能なコンポーネントのほか、システムに現在インストールさ
れているコンポーネントのリストが表示されます。画面の左側には、現在選択され
ているコンポーネントの情報が表示されます。
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「Available components to deploy (配備可能なコンポーネント)」リストで、この
サーバーにインストールする 1つまたは複数のコンポーネントのチェックボックス
を選択します。完了したら、「Next (次へ)」をクリックします。
配備前のタスクのリストが表示されます。選択したコンポーネントにより、配備前
のタスクのリストにタスクがない場合もあれば、SSMコンポーネントの配備前に
Component Managerが実行できるオプションのタスクが含まれている場合もありま
す。

(省略可能) SSMコンポーネントを配備する前にComponent Managerに実行させるタス
クがある場合は、配備前のタスクのリストで 1つまたは複数のタスクをクリックし
ます。配備前のタスクを選択したら、「Next (次へ)」をクリックします。
配備後のタスクのリストが表示されます。選択したコンポーネントにより、配備後
のタスクのリストにタスクがない場合もあれば、SSMコンポーネントの配備後に
Component Managerが実行できるオプションのタスクが含まれている場合もありま
す。

(省略可能) SSMコンポーネントを配備した後にComponent Managerに実行させるタス
クがある場合は、配備後のタスクのリストで 1つまたは複数のタスクをクリックし
ます。配備後のタスクを選択したら、「Next (次へ)」をクリックします。
「Deployment configuration summary (配備設定の概要)」が開きます。

「Deployment configuration summary (配備設定の概要)」を確認したら、「Deploy (配
備)」をクリックして選択した SSMコンポーネントをインストールします。
Component Managerは選択したコンポーネントをインストールして設定します。イン
ストールが完了すると、実行されたアクションのログが表示されます。

▼ Component Managerのグラフィカルインタフェースを使用した場
合のアンインストール方法 (Windowsの場合)
Component Managerのグラフィカルインタフェースを使用すると、グラフィカルな
ウィザードを使用してコンポーネントをアンインストールできます。ま
た、Component Managerがコンポーネントに関連したサービスを自動的に停止するか
どうかを設定することもできます。

「コントロールパネル」に移動して、「プログラムの追加と削除」を開きます。

ヒント – Component Managerのグラフィカルインタフェースは、Hardware Management
Packコンポーネントをインストールしたディレクトリから sunssmcompmgr_guiを実行
しても開くことができます。

「現在インストールされているプログラム」のリストで、削除するコンポーネント
をクリックします。
クリックしたコンポーネントが選択され、「変更と削除」ボタンが表示されます。
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「変更と削除」をクリックします。
Component Managerのグラフィカルインタフェースが開きます。

Component Managerのグラフィカルインタフェースで、「Remove deployed component
(配備されたコンポーネントを削除)」をクリックします。
「Available components to remove (削除できるコンポーネント)」のリストが表示され
ます。

削除するコンポーネントを選択し、「Next (次へ)」をクリックします。
削除前のタスクのリストが表示されます。選択したコンポーネントにより、削除前
のタスクのリストにタスクがない場合もあれば、SSMコンポーネントの削除前に
Component Managerが実行できるオプションのタスクが含まれている場合もありま
す。

(省略可能) SSMコンポーネントを削除する前にComponent Managerに実行させるタス
クがある場合は、削除前のタスクのリストで 1つまたは複数のタスクをクリックし
ます。削除前のタスクを選択したら、「Next (次へ)」をクリックします。
削除後のタスクのリストが表示されます。選択したコンポーネントにより、削除後
のタスクのリストにタスクがない場合もあれば、SSMコンポーネントの削除後に
Component Managerが実行できるオプションのタスクが含まれている場合もありま
す。

(省略可能) SSMコンポーネントを削除した後にComponent Managerに実行させるタス
クがある場合は、削除後のタスクのリストで 1つまたは複数のタスクをクリックし
ます。削除後のタスクを選択したら、「Next (次へ)」をクリックします。
「Removal configuration summary (削除設定の概要)」が開きます。

「Removal configuration summary (削除設定の概要)」を確認したら、「Remove (削
除)」をクリックして選択した SSMコンポーネントをアンインストールします。
Component Managerは選択したコンポーネントをアンインストールして設定しま
す。アンインストールが完了すると、実行されたアクションのログが表示されま
す。

Component Managerのコマンド行インタフェースの使用
(Windowsの場合)

Windowsオペレーティングシステムで使用するComponent Managerのコマンド行
は、Linuxおよび Solarisオペレーティングシステムで使用可能な無人モードと同じ機
能を提供します。コマンド行でオプションとアクションをComponent Managerに渡
すときは、次の表記規則に従います。

sunssmcompmgr.exe [/h /v /s] [/r dir] [/d dir] [/l log] [ACTION]

3
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次の表に、オプションとアクションの機能を示します。

オプションとアクション 機能

/h Component Managerの使用に関するヘルプを表示します。

/v Component Managerのバージョン情報を表示します。

/d directory コンポーネントパッケージのカスタムディレクトリを指定します。デ
フォルトのオプションでは、現在のディレクトリでコンポーネント
パッケージを検索します。

/l log ログ用のカスタムファイルを指定します。

/s コンポーネントのインストールおよびアンインストール中のサービスの
操作 (起動、再起動、または停止)を無効にします。

/C インストール済みのコンポーネントと使用可能なコンポーネントの両方
に関する情報を表示します。

/D インストール済みのコンポーネントと使用可能なコンポーネントの両方
に関する詳細情報を表示します。

/I COMPONENT1
COMPONENT2

コンポーネントをインストールします。コンポーネント名は空白文字で
区切られます。コンポーネントのリストとして「ALL」が指定されてい
る場合、使用可能なすべてのコンポーネントがインストールされます。

/U COMPONENT1
COMPONENT2

コンポーネントをアンインストールします。コンポーネント名は空白文
字で区切られます。コンポーネントのリストとして「ALL」が指定され
ている場合、使用可能なすべてのコンポーネントがアンインストールさ
れます。

/Iオプションを使用してインストールするコンポーネントを一覧表示する場合、ま
たは /Uオプションを指定してアンインストールするコンポーネントを一覧表示する
場合は、コンポーネント名を空白文字で区切る必要があります。コンポーネント名
は、/Cまたは /Dオプションを使用すると表示されます。

▼ Component Managerのコマンド行インタフェースを使用した場合
のインストール方法 (Windowsの場合)
Component Managerのコマンド行を使用する場合は、コンポーネントを個別に、また
はすべてインストールすることができます。Component Managerは、Packagesサブ
ディレクトリにある使用可能なコンポーネントのリストを表示できます。ま
た、Component Managerがコンポーネントに関連したサービスを自動的に起動するか
どうかを設定することもできます。

Component Managerのコマンド行インタフェースの使用 (Windowsの場合)
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注 –前のバージョンからアップグレードする場合は、13ページの「前のバージョンか
らのアップグレード」を参照してください。

コマンドプロンプトウィンドウを開きます。

Hardware Management Packのダウンロードファイルを圧縮解除したディレクトリ内
で、SOFTWAREサブディレクトリに移動します。

ヒント – /dDirectoryオプションを使用すると、Packagesサブディレクトリに移動する
代わりに、コンポーネントのパッケージに使用する代替ディレクトリをComponent
Managerに渡すことができます。

次のコマンドを入力して、使用可能なコンポーネントを一覧表示します。

sunssmcompmgr /C

使用可能なコンポーネントのリストがコマンドプロンプトウィンドウに表示されま
す。

次のいずれかのオプションを選択します。

■ 選択したコンポーネントをインストールするには、次のコマンドを入力して
Component Managerを無人モードで起動します。
sunssmcompmgr /I COMPONENT1 COMPONENT2

COMPONENT1 COMPONENT2はインストールするコンポーネントのリストであ
り、空白文字で区切られています。

注 –インストール済みのコンポーネントがある場合は、ALLフラグを使用せずに
この方法を使用する必要があります。

■ 使用可能なすべてのコンポーネントをインストールするには、次のコマンドを入
力してComponent Managerを無人モードで起動します。
sunssmcompmgr /I ALL

選択したコンポーネントがインストールされます。

▼ Component Managerのコマンド行インタフェースを使用した場合
のアンインストール方法 (Windowsの場合)
Component Managerのコマンド行インタフェースを使用する場合は、コンポーネント
を個別に、またはすべてアンインストールすることができます。Component Manager

1

2

3

4

Component Managerのコマンド行インタフェースの使用 (Windowsの場合)
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は、現在インストールされているコンポーネントのリストを表示します。ま
た、Component Managerがコンポーネントに関連したサービスを自動的に停止するか
どうかを設定することもできます。

コマンドプロンプトウィンドウを開きます。

Hardware Management Packコンポーネントをインストールしたディレクトリに移動し
ます。

次のコマンドを入力して、現在インストールされているコンポーネントを一覧表示
します。

sunssmcompmgr /C

使用可能なコンポーネントと現在インストールされているコンポーネントが一覧表
示されます。

ヒント –また、/Dオプションを使用すると、現在インストールされているコンポーネ
ントの詳細情報を取得できます。

次のいずれかのオプションを選択します。

■ 選択したコンポーネントを無人モードでアンインストールするには、次のコマン
ドを入力します。

sunssmcompmgr /U COMPONENT1 COMPONENT2

COMPONENT1 COMPONENT2はアンインストールするコンポーネントのリストで
あり、空白文字で区切られています。

■ 使用可能なすべてのコンポーネントを無人モードでアンインストールするに
は、次のコマンドを入力します。

sunssmcompmgr /U ALL

選択したコンポーネントがアンインストールされます。

1

2

3

4

Component Managerのコマンド行インタフェースの使用 (Windowsの場合)
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CLIツールのコマンド構文および表記規
則

このセクションでは、ストレージ管理用のすべてのコマンド行インタフェース
(Command-Line Interface、CLI)ツールで使用する共通のメタ構文について説明しま
す。

■ 27ページの「CLIツールのコマンド構文」
■ 29ページの「CLIツールのコマンド例」
■ 30ページの「CLIツールのデバイス命名規則」

CLIツールのコマンド構文
CLIツールでは、次に示す 2つのコマンド構文形式のいずれかに従う必要がありま
す。

■ command [option] [operand]
■ command subcommand target [option] [operand]

次の表に、コマンドのフィールドを示します。

表 1 コマンドのフィールド

コマンドの
フィールド 説明 例

command 実行するアクションです。小文字の
みで構成されます。

fwupdate、raidconfig、ilomconfig

subcommand commandで実行するタスクをより詳
細に定義します。

動詞として使用されるのが一般的で
す。

小文字と、ハイフンまたはアン
ダースコアで構成されます。

--versionまたは - -helpオプション
をコマンドの直後に指定する場
合、サブコマンドは不要です。

list、update、reset、
expander-boot-record、sas_bridgefirmware
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表 1 コマンドのフィールド (続き)
コマンドの
フィールド 説明 例

target サブコマンドによる操作の対象とな
るオブジェクトまたはターゲットを
示します。このフィールドは、アプ
リケーションに固有です。

all、disk、expander、bridge、
controller、user、snmp-community

option コマンドまたはサブコマンドを修飾
します。コマンドまたはサブコマン
ドに応じて、省略可能または必須の
場合があります。

同じ機能を持つロングオプションと
ショートオプションが用意されてお
り、オプションを使用しやすく
なっています。

ショートオプションは、1つのハイフ
ンで始まり、その後ろに 1文字が続
きます。

ロングオプションは、2つのハイフン
で始まり、その後ろに 1つの文字列
が続きます。

-nまたは --device_name

-fまたは --filename

-rまたは --reset

operand オプションを修飾し、省略可能で
す。

-d, -r

次のオプションは、すべてのCLIツールコマンドに適用されます。

ショートオ
プション

ロングオプ
ション 説明

-? --help ヘルプ—ヘルプ情報を表示します。

-V --version バージョン—ツールバージョンを表示します。

-q --quiet 非表示—情報メッセージを出力しないようにし、エラーコードだけを
返します。

-y --yes はい—操作を確定します。実行時に、操作を確認するためのプロンプ
トをユーザーに表示しません。

コマンドオプションとそれに対応する値またはデバイス名を使用する場合、次の例
に示すように、等号 (=)または空白を使用できます。

■ コマンドでスペースを使用する場合:
raidconfig create raid -c c2 --raid-level 1 --number-disks 2

■ コマンドで等号 (=)を使用する場合:

CLIツールのコマンド構文
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raidconfig create raid -c=c2 --raid-level=1 --number-disks=2

関連項目:

■ 29ページの「CLIツールのコマンド例」
■ 30ページの「CLIツールのデバイス命名規則」

CLIツールのコマンド例
次に、コマンドの使用例を示します。

■ fwupdate list disk

システム上にあるすべてのディスクを一覧表示します。
■ fwupdate list expander -n c1x0 -v

c1x0に割り当てられているエクスパンダについての詳細情報を表示します。

次に、同じアクションを実行する 2つのコマンド行を示します。

■ % fwupdate reset disk -n c2d2

■ % fwupdate reset disk -device_name c2d2

次に示す 2つのコマンドは、それぞれ異なるデバイス上にあるファームウェアの更
新を示します。

■ % fwupdate update disk-firmware -n c1d1 -f diskfirmware.file

diskfirmware.fileという名前のファイルを使用して、c1d1という名前のディス
ク上にあるファームウェアを更新します。

■ % fwupdate update expander-fpga -n c1x2 -f expander.fpga -d -r

expander.fpgaという名前のファイルを使用して c1x2という名前のディスクエク
スパンダ上にあるファームウェアを更新し、ファームウェアおよびコンポーネン
ト上で確認のための予行演習が行われます。

関連項目:

■ 27ページの「CLIツールのコマンド構文」
■ 30ページの「CLIツールのデバイス命名規則」

CLIツールのコマンド例
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CLIツールのデバイス命名規則
CLIコマンドでは、わかりやすい完全修飾のデバイス名が使用されます。単一の文字
を組み合わせることにより、デバイスを構成するすべてのノードが表されます。各
文字が示す内容は、次のとおりです。

文字 説明

c コントローラ—論理的な一意の IDを使用します。

r RAIDボリューム (論理ディスク) —ボリュームまたはディスクの論理的な ID名。

d ディスク—物理ディスクの論理的な ID名。

x エクスパンダ—エクスパンダの論理的な一意の ID名。

j シャーシ—シャーシの論理的な一意の ID名。

デバイスを表すために使用するすべての整数は、0から始まります。ディスクは、初
期化時にツールによって割り当てられた論理的な ID名で表されます。これらの
ディスクがエクスパンダおよびスロット IDでソートされ、一意の数値識別子が作成
されます。番号は、0から順に付けられていきます。

次に、デバイス名の例を示します。

■ c1 —コントローラ 1
■ c1d2 —コントローラ 1上にある、論理 IDが 2のディスク
■ c2r1 —コントローラ 2上のRAID 1

複数のデバイスは、コンマで区切ってまとめて指定できます (例: dev1,dev2,dev3)。

次に、3つのディスクを含むRAIDボリュームを作成する場合の RAIDconfigの例を示
します。

./raidconfig create --disks c1d2,c1d4,c1d5 --level 1

次に、ディスク名付けスキームの実装を示します。

ID Brand Model Chassis Slot Type Media Size (GB) Firmware

Revision

-------------------------------------------------------------------------------------

c1d0 SEAGATE ST373455SSUN72G 0 0 sas HDD 73 0791

c1d1 SEAGATE ST35000N 0 1 sata HDD 500 3AZQ

c1d2 SEAGATE ST373455SSUN72G 0 2 sas HDD 73 0B92

c1d3 SEAGATE ST373455SSUN72G 0 3 sas HDD 73 0B92

c1d4 SEAGATE ST35000N 0 4 sata HDD 500 3AZQ

c1d5 SEAGATE ST35000N 0 5 sata HDD 500 3AZQ

c1d6 SEAGATE ST35000N 0 6 sata HDD 500 3AZQ

c1d7 SEAGATE ST373455SSUN72G 0 7 sas HDD 73 0B92

c1d8 SEAGATE ST373455SSUN72G 0 8 sas HDD 73 0B92

CLIツールのデバイス命名規則
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c1d9 SEAGATE ST373455SSUN72G 0 9 sas HDD 73 0B92

c1d10 SEAGATE ST35000N 0 10 sata HDD 500 3AZQ

c1d11 SEAGATE ST373455SSUN72G 0 11 sas HDD 73 0B92

c1d12 SEAGATE ST373455SSUN72G 0 12 sas HDD 73 0B92

c1d13 SEAGATE ST373455SSUN72G 0 13 sas HDD 73 0B92

c1d14 SEAGATE ST373455SSUN72G 0 14 sas HDD 73 0B92

c1d15 SEAGATE ST373455SSUN72G 0 15 sas HDD 73 0B92

c1d16 SEAGATE ST373455SSUN72G 0 16 sas HDD 73 0B92

c1d17 SEAGATE ST373455SSUN72G 0 17 sas HDD 73 0B92

c1d18 SEAGATE ST373455SSUN72G 0 18 sas HDD 73 0B92

c1d19 SEAGATE ST373455SSUN72G 0 19 sas HDD 73 0B92

c1d20 SEAGATE ST35000N 0 20 sata HDD 500 3AZQ

c1d21 SEAGATE ST35000N 0 21 sata HDD 500 3AZQ

c1d22 SEAGATE ST35000N 0 22 sata HDD 500 3AZQ

c1d23 SEAGATE ST35000N 0 23 sata HDD 500 3AZQ

c1d24 SEAGATE ST373455SSUN72G 1 0 sas HDD 73 0791

c1d25 SEAGATE ST35000N 1 1 sata HDD 500 3AZQ

c1d26 SEAGATE ST373455SSUN72G 1 3 sas HDD 73 0791

c1d27 SEAGATE ST35000N 1 4 sata HDD 500 3AZQ

c1d28 SEAGATE ST373455SSUN72G 1 5 sas HDD 73 0791

c1d29 SEAGATE ST35000N 1 6 sata HDD 500 3AZQ

c1d30 SEAGATE ST373455SSUN72G 1 7 sas HDD 73 0791

c1d31 SEAGATE ST373455SSUN72G 1 8 sas HDD 73 0791

c1d32 SEAGATE ST373455SSUN72G 1 9 sas HDD 73 0791

c1d33 SEAGATE ST373455SSUN72G 1 10 sas HDD 73 0791

c1d34 SEAGATE ST373455SSUN72G 1 11 sas HDD 73 0791

c1d35 SEAGATE ST35000N 1 12 sata HDD 500 3AZQ

c1d36 SEAGATE ST373455SSUN72G 1 13 sas HDD 73 0791

c1d37 SEAGATE ST373455SSUN72G 1 14 sas HDD 73 0791

c1d38 SEAGATE ST35000N 1 15 sata HDD 500 3AZQ

c1d39 SEAGATE ST373455SSUN72G 1 16 sas HDD 73 0791

c1d40 SEAGATE ST373455SSUN72G 1 17 sas HDD 73 0791

c1d41 SEAGATE ST35000N 1 18 sata HDD 500 3AZQ

c1d42 SEAGATE ST35000N 1 19 sata HDD 500 3AZQ

c1d43 SEAGATE ST35000N 1 20 sata HDD 500 3AZQ

c1d44 SEAGATE ST35000N 1 21 sata HDD 500 3AZQ

c1d45 SEAGATE ST35000N 1 22 sata HDD 500 3AZQ

c1d46 SEAGATE ST35000N 1 23 sata HDD 500 3AZQ

関連項目:

■ 27ページの「CLIツールのコマンド構文」
■ 29ページの「CLIツールのコマンド例」

CLIツールのデバイス命名規則
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biosconfig

biosconfigは、ホストのOSで実行し、ホストの BIOS CMOS設定、ホストのブート
順序、および一部のサービスプロセッサの設定を指定するアプリケーションです。

biosconfigにより、BIOS設定をOSのコマンド行から操作できるようになりま
す。このユーティリティーの性質上、管理者権限のアクセスで実行します。ま
た、biosconfigの実行時は、ほかのすべてのアプリケーションを終了してシステム
を休止するようにしてください。設定ファイルとコマンド行インタフェース
は、Solaris、Windows、および Linuxバージョンに対応しています。Solarisで
は、biosconfigは BIOS設定を指定するために使用できます。

biosconfigにより、biosconfigが配布された複数の同様のシステムに渡って設定を
指定することが可能になります。biosconfigにより、同じXMLファイルを使用する
同様のマシンで BIOS CMOS設定を指定することもできます。ただし、変更中の設定
が両方のシステムに存在しない周辺装置またはコンポーネントを参照している場合
は、XMLファイルをカスタマイズする必要があります。

このセクションでは、XML構成の例を示し、BIOSまたは BIOS CMOS設定の変更に
必要な特定の設定について説明します。これらのXML構成は、biosconfigを使用し
た設定の変更に使用することができます。XMLファイルは、viのようなエディタを
使用して編集します。

biosconfigは、一般的な機能を持つさまざまなプラットフォームの複数のオペ
レーティングシステムでサポートされています。詳細は、11ページの「コンポーネ
ントのインストール」を参照してください。

このセクションでは、次の項目について説明します。

■ 34ページの「biosconfigの依存関係」
■ 34ページの「biosconfigの用語」
■ 35ページの「biosconfigの使用」
■ 36ページの「Solaris OSの biosconfig」
■ 37ページの「Windowsの biosconfig」
■ 37ページの「biosconfigコマンドの概要」
■ 39ページの「ブートリストの変更方法」
■ 40ページの「デバイスに関する重要な注意点」
■ 40ページの「デバイスのブート順序の設定」
■ 46ページの「BIOS CMOS設定」
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■ 49ページの「各CMOS設定の指定」
■ 54ページの「関連のない無害の追加出力を生成するコマンド」

biosconfigの依存関係
biosconfigは、読み取りと書き込みが保護された物理アドレス空間にあるドライバ
を使用する必要があるため、root (Linuxおよび Solarisの場合)またはAdministrator
(Windowsの場合)として実行します。

Solarisの biosconfigの詳細については、36ページの「Solaris OSの biosconfig」を参
照してください。

Linuxバージョンの biosconfigも、/dev/nvramへのアクセスに依存してCMOSへの
直列化されたアクセスを保証します。RHEL4ディストリビューションでは、このデ
バイスはデフォルトで含まれていません。RHEL5と SLESの場合は含まれていま
す。/dev/nvramを使用するためには、ドライバをカーネルにコンパイルする (または
モジュールとして読み込む)必要があり、/dev/nvramが作成されている必要がありま
す (rootユーザーは mknod /dev/nvram c 10 144を使用してこれを作成できる)。

Windowsの biosconfigの詳細については、37ページの「Windowsの biosconfig」を
参照してください。

関連項目:

■ 34ページの「biosconfigの用語」
■ 35ページの「biosconfigの使用」
■ 37ページの「biosconfigコマンドの概要」

biosconfigの用語
■ BIOSは、コンピュータのハードウェアを初期化してからオペレーティングシステ
ムをブートするソフトウェアです。

■ これに関連するCMOSとは、BIOS設定メニュー (または biosconfig)を通して設
定された状態を保持する 128バイトまたは 256バイトのバッテリバックアップ
RAMを意味します。

■ IPMIは、サーバーの管理に使用される標準インタフェースです。詳細
は、http://www.intel.com/design/servers/ipmiを参照してください。

■ ipmitoolは、システムの管理に使用するオープンソースツールです。ipmitool

は、各 SunプラットフォームでツールおよびドライバCDとして配布されま
す。関連するドキュメント (たとえば、ipmitool chassis bootdevコマンドに関す
るものなど)については、http://ipmitool.sourceforge.net/manpage.htmlを参照
してください。

biosconfigの依存関係
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■ これに関連するNVRAMとは、BIOSのブート情報を保持する BIOS ROMの一部を
意味します。

関連項目:

■ 34ページの「biosconfigの用語」
■ 34ページの「biosconfigの依存関係」
■ 37ページの「biosconfigコマンドの概要」

biosconfigの使用

注意 –通常のBIOS設定メニューに表示されないBIOS設定を biosconfigを使用して変
更しないでください。

biosconfigを使用するには、XMLファイルを編集するための実用的な知識が必要で
す。BIOSの編集プロセスには、biosconfigを使用した次のタスクが含まれていま
す。

1. BIOSconfigを実行してXMLファイルを作成します。

2. XMLファイルを確認して必要に応じて変更し、独自のニーズに合わせてシステム
を設定します。

3. BIOSconfigを使用して、XMLファイルをシステム (または別のシステム)に書き戻
します。

次のセクションでは、詳細な設定方法について説明します。

注 –このセクションの出力例に見られるインデントのようなXML要素外のすべての
空白は省略可能です。例としては、42ページの「ブート順序を永続的に変更する方
法」に示されている出力を参照してください。

Component Managerのインストール方法については、11ページの「はじめに」を参
照してください。

関連項目:

■ 34ページの「biosconfigの依存関係」
■ 37ページの「biosconfigコマンドの概要」
■ 100ページの「biosconfigのエラーメッセージ」

biosconfigの使用
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Solaris OSの biosconfig

Solarisの BIOS設定ツール (biosconfig)は、ホストシステムのOSで実行し、ホスト
の BIOS CMOS設定、ホストのブート順序、および一部のサービスプロセッサの設定
を指定するユーティリティーです。

Solarisの biosconfigは、Solarisの biosdrvドライバと BIOSconfigアプリケーション
で構成されています。

このセクションでは、次の項目について説明します。

■ 36ページの「BMCドライバの取得方法」

▼ BMCドライバの取得方法
ベースボード管理コントローラのファームウェアは、アラームカード上で Intelligent
Platform Management Interface (IPMI)コントローラを使用した通信を可能にします。

注 –法的考慮により、OpenSolaris OSでベースボード管理コントローラ (Baseboard
Management Controller、BMC)ドライバを無制限に再配布することは禁じられていま
す。

使用している Solarisビルドから SUNWckrパッケージにアクセスします。

次のファイルをコピーします。

/kernel/drv/amd64/bmc f none 0755 root sys 35984 42138 1225816778 SUNWckr

/kernel/drv/bmc f none 0755 root sys 23684 5173 1225816787 SUNWckr

/kernel/drv/bmc.conf f none 0644 root sys 177 14089 1225787326 SUNWckr

ネットワークインタフェースを使用します。

ipmitool -I bmc fru list を使用する代わりに、ipmitool -I lan -H SP's_IP_address
- U root を使用します。

■ 33ページの「biosconfig」

1

2

3

参照

Solaris OSの biosconfig
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Windowsの biosconfig

Windowsの biosconfigは、ホストのOSで実行し、ホストの BIOS CMOS設定とホス
トのブート順序を設定する BIOS設定ツールです。このツールは、さまざまなプ
ラットフォームの複数のオペレーティングシステムでサポートされています。

Windowsのバージョン 2.2.1の biosconfigでは、biosconfig.exeはインストール
ディレクトリのみで実行されるため、低レベルの管理ドライバにアクセスできま
す。

biosconfigの機能の詳細については、33ページの「biosconfig」を参照してくださ
い。

biosconfigコマンドの概要
biosconfigコマンドは、現在の設定を取得するため、または設定を指定するために
使用できます。設定の取得に使用する場合、biosconfigは設定を表示するXML出力
を生成します。設定の指定に使用する場合、biosconfigは指定する設定を記載した
XML入力を読み取ります。

biosconfigコマンドとその出力の例を次の表に示します。

表 2 biosconfigコマンドの例

コマンド 説明

# biosconfig -get_version 画面に出力します。

# biosconfig -get_version file.xml file.xmlに出力します。

# biosconfig -get_versions > file.xml file.xmlに出力します。

# biosconfig -get_version | some-command 出力を別のコマンドにパイプします。

# biosconfig -set_bios_settings 標準入力から入力を取得します。

# biosconfig -set_bios_settings file.xml 入力を file.xmlから取得します。

# biosconfig -set_bios_settings < file.xml 入力を file.xmlから取得します。

コマンドが失敗すると、100ページの「biosconfigのエラーメッセージ」に記載され
ているいくつかの障害コードのいずれかが返されます。

関連項目:

■ 38ページの「biosconfigコマンドオプションの表示方法」

biosconfigコマンドの概要
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▼ biosconfigコマンドオプションの表示方法
biosconfigを引数なしで実行した場合、biosconfigコマンドオプションが含まれる
ヘルプの内容が出力されます。

biosconfigコマンドを引数なしで実行すると、次の内容が出力されます。
# biosconfig

Copyright (C) SUN Microsystems 2009.

BIOSconfig Utility Version 2.2.5

Build Date: Jan 11 2010

Build Time: 01:22:05

BIOSconfig Specification Version 2.4

Usage: biosconfig [-v] option [filename]

Example: biosconfig -get_version output.xml

[-v] Verbose on. Only valid if a xml input/output filename is provided

[Filename] Name of the XML output (or input) file for get (or set)

command (optional).

get commands will output to the console if the filename

is not provided

set commands will get input from the console if the filename

is not provided

Available options (Required):

-get_version Get version of this tool

-get_boot_order Get the BOOT Devices list

-set_boot_order Set the BOOT Devices list

-get_bios_settings Get setup configuration from BIOS

-set_bios_settings Set setup configuration to BIOS ROM

-get_CMOS_dump Get 256 bytes CMOS setup data from BIOS

-set_CMOS_dump Set 256 bytes of CMOS setup data to BIOS

注 – -getオプションを使用してコマンドを実行すると、情報は標準入出力として出力
されます。-setオプションを使用してコマンドを実行すると、情報はファイルに出
力されます。

■ 38ページの「biosconfigバージョン情報の表示方法」

▼ biosconfigバージョン情報の表示方法

biosconfig -get_version ver .xmlを実行すると、次の内容が出力されます。
# biosconfig -get_version ver.xml

Copyright (C) SUN Microsystems 2009.

BIOSconfig Utility Version 2.1

Build Date: Jul 16 2009

Build Time: 15:55:12

BIOSconfig Specification Version 2.4

●

参照
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Success

作成された ver.xmlファイルを表示します。次に例を示します。
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<BIOSCONFIG>

<BIOSCONFIG_VERSION>2.1</BIOSCONFIG_VERSION>

<SPEC_VERSION>2.4</SPEC_VERSION>

<SP_NETWORK_CONFIG>

<DISCOVERY></DISCOVERY>

<IP></IP>

<NETMASK></NETMASK>

<GATEWAY></GATEWAY>

</SP_NETWORK_CONFIG>

<PASSWORD_CONFIG>

<PASSWORD></PASSWORD>

</PASSWORD_CONFIG>

<BOOT_ORDER_OVERRIDE>

<HELP_STRING>FIRST=Choose one of: pxe, cdrom, disk,

floppy, bios, none</HELP_STRING>

<FIRST></FIRST>

<HELP_STRING>CLEAR_CMOS=Choose Yes, No or leave it

empty, em.....</HELP_STRING>

<CLEAR_CMOS></CLEAR_CMOS>

</BOOT_ORDER_OVERRIDE>

<BOOT_DEVICE_PRIORITY>

<B0>

<DEVICE_NAME></DEVICE_NAME>

<PCI-B-D-F></PCI-B-D-F>

</B0>

</BOOT_DEVICE_PRIORITY>

</BIOSCONFIG>

■ 38ページの「biosconfigコマンドオプションの表示方法」

ブートリストの変更方法
ブートリストは次のいずれかの方法で変更できます。

■ BIOS設定の順序を変更します。
■ biosconfigを使用してブート順序を変更するときは、BIOS ROM専用のパーツで
あるNVRAMに格納されたCMOSと BIOSのブートブロック構造の内容を操作し
ます。

■ POST中に (互換性のある) BIOSに SPが提供する IPMIブートフラグを使用し
て、カテゴリの順序を変更します。カテゴリのデフォルトの優先順位
は、CD/DVD、ディスク、リムーバブルデバイス、ネットワークの順になってい
ます。

関連項目:
■ 40ページの「デバイスに関する重要な注意点」

2

参照
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デバイスに関する重要な注意点
biosconfigについて、デバイスに関する重要な注意点がいくつかあります。

■ フロッピーとは、BIOSがリムーバブルデバイスと見なすすべてのものを指しま
す。たとえば、USBフラッシュドライブが該当することもあります。

■ 512MBを上回るUSBフラッシュドライブは、デフォルトでディスクとされます。
■ USB/CD-ROMは、リムーバブルデバイスではなくCDとして分類されます。
■ PXEは起動ネットワークデバイスです。たとえば、Ethernetコントローラ、また
は拡張ROMで起動をサポートする InfiniBandインタフェースなどです。

関連項目:

■ 40ページの「デバイスのブート順序の設定」

デバイスのブート順序の設定
BIOSの電源投入時自己診断 (Power-On Self-Test、POST)中に、BIOSはハードウェア
をスキャンして起動デバイスのリストを蓄積します。そのリストがカテゴリに分類
され、ブートリストとして提示されます。ブートリストには、ブートを試行する起
動デバイスの順序が示されています。

このブートリストは、デバイスのインストールや削除によって変更されます。たと
えば、次のような場合に変更されます。

■ ディスクドライブを変更することで、その起動デバイスを表現する文字列が変更
される可能性がある場合。

■ USBデバイスをインストールおよび削除する場合。
■ javaConsoleフロッピーとCDの切り替えを開始および停止する場合。
■ PCIカードまたは Expressモジュールを追加および削除する場合。

このセクションでは、次の項目について説明します。

■ 41ページの「最初の起動デバイスを次のブート時に設定する方法」
■ 42ページの「ブート順序を永続的に変更する方法」
■ 43ページの「起動デバイスの切り替え方法」
■ 44ページの「文字列のサブセットとブートリストのサブセットを指定する方
法」

■ 45ページの「ブートリストのエントリの移動方法」
■ 45ページの「ブート順序を PCIバス、デバイス、または関数に基づいて変更する
方法」

デバイスに関する重要な注意点
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▼ 最初の起動デバイスを次のブート時に設定する方法
biosconfigにより、次のリブート時にブートする最初のデバイスを設定できま
す。biosconfigは、BIOS拡張ROMがデバイスの識別に使用する文字列の (サブ
セットの)仕様を通して、起動デバイスを (カテゴリ別ではなく)個別に操作できま
す。 biosconfigは、BIOSが BIOS ROM専用のパーツであるNVRAMに格納している
ブート関連テーブルを読み取り、ブート順序が格納されているCMOSのコンテンツ
を操作することでこれを実現します。

-set_boot_overrideコマンドを使用して、最初の起動デバイスを次のブート時のみ
PXEサーバーとして指定する例を次に示します。

biosconfig -get_boot_orderコマンドオプションを使用して、システムの現在の
ブート順序を特定します。

biosconfig -set_boot_override コマンドを使用して、ブート順序を変更しま
す。XMLテキストを次の例のように設定します。
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<BIOSCONFIG>

<BIOSCONFIG_VERSION>2.1</BIOSCONFIG_VERSION>

<SPEC_VERSION>2.4</SPEC_VERSION>

<SP_NETWORK_CONFIG>

<DISCOVERY></DISCOVERY>

<IP></IP>

<NETMASK></NETMASK>

<GATEWAY></GATEWAY>

</SP_NETWORK_CONFIG>

<PASSWORD_CONFIG>

<PASSWORD></PASSWORD>

</PASSWORD_CONFIG>

<BOOT_ORDER_OVERRIDE>

<HELP_STRING>FIRST=Choose one of: pxe, cdrom, disk,

floppy, bios, none</HELP_STRING>

<FIRST>pxe</FIRST>

<HELP_STRING>CLEAR_CMOS=Choose Yes, No or leave it

empty, .....</HELP_STRING>

<CLEAR_CMOS></CLEAR_CMOS>

</BOOT_ORDER_OVERRIDE>

<BOOT_DEVICE_PRIORITY>

<Boot_Device_01>

<DEVICE_NAME>USB:Port1:Memorex DVD+-RAM 510L v1</DEVICE_NAME>

</Boot_Device_01>

<Boot_Device_02>

<DEVICE_NAME>SATA:3M-MRVLRD 200254-01SUN24G 0801</DEVICE_NAME>

</Boot_Device_02>

<Boot_Device_03>

<DEVICE_NAME>USB:Port0:SanDisk Cruzer Contour</DEVICE_NAME>

</Boot_Device_03>

<Boot_Device_04>

<DEVICE_NAME>IB:Slot2.F0:PXE:MLNX HCA IB 1.9.972 (PCI 07:00.

</DEVICE_NAME>

<PCI-B-D-F>07,00,00</PCI-B-D-F>

</Boot_Device_04>

<Boot_Device_05>

1
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<DEVICE_NAME>PXE:IBA GE Slot 00C8 v1324</DEVICE_NAME>

<PCI-B-D-F>00,19,00</PCI-B-D-F>

</Boot_Device_05>

</BOOT_DEVICE_PRIORITY>

</BIOSCONFIG>

■ 42ページの「ブート順序を永続的に変更する方法」
■ 43ページの「起動デバイスの切り替え方法」
■ 44ページの「文字列のサブセットとブートリストのサブセットを指定する方
法」

■ 45ページの「ブートリストのエントリの移動方法」
■ 45ページの「ブート順序を PCIバス、デバイス、または関数に基づいて変更する
方法」

▼ ブート順序を永続的に変更する方法
biosconfigは、BIOS拡張ROMがデバイスの識別に使用する文字列の (サブセットの)
仕様を通して、起動デバイスを (カテゴリ別ではなく)個別に操作できます。
biosconfigは、BIOSが BIOS ROM専用のパーツであるNVRAMに格納している
ブート関連テーブルを読み取り、ブート順序が格納されているCMOSのコンテンツ
を操作することでこれを実現します。

ここに、1GバイトのUSBフラッシュ、USB CD、およびデュアルギガビット Ethernet
Express Moduleプラグインを装備した、最適な標準設定値に設定された Sun Blade
X6275サーバーモジュール (組み込み型の起動 InfiniBandインタフェースを持つ)から
の -get_boot_orderコマンドオプションの出力例を示します。

XMLテキストを次の例のように設定します。
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<BIOSCONFIG>

<BIOSCONFIG_VERSION>2.1</BIOSCONFIG_VERSION>

<SPEC_VERSION>2.4</SPEC_VERSION>

<SP_NETWORK_CONFIG>

<DISCOVERY></DISCOVERY>

<IP></IP>

<NETMASK></NETMASK>

<GATEWAY></GATEWAY>

</SP_NETWORK_CONFIG>

<PASSWORD_CONFIG>

<PASSWORD></PASSWORD>

</PASSWORD_CONFIG>

<BOOT_ORDER_OVERRIDE>

<HELP_STRING>FIRST=Choose one of: pxe, cdrom, disk,

floppy, bios, none</HELP_STRING>

<FIRST></FIRST>

<HELP_STRING>CLEAR_CMOS=Choose Yes, No or leave it

empty, .....</HELP_STRING>

<CLEAR_CMOS></CLEAR_CMOS>

</BOOT_ORDER_OVERRIDE>

<BOOT_DEVICE_PRIORITY>

<Boot_Device_01>

参照
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<DEVICE_NAME>USB:Port1:Memorex DVD+-RAM 510L v1</DEVICE_NAME>

</Boot_Device_01>

<Boot_Device_02>

<DEVICE_NAME>SATA:3M-MRVLRD 200254-01SUN24G 0801</DEVICE_NAME>

</Boot_Device_02>

<Boot_Device_03>

<DEVICE_NAME>USB:Port0:SanDisk Cruzer Contour</DEVICE_NAME>

</Boot_Device_03>

<Boot_Device_04>

<DEVICE_NAME>IB:Slot2.F0:PXE:MLNX HCA IB 1.9.972 (PCI 07:00.

</DEVICE_NAME>

<PCI-B-D-F>07,00,00</PCI-B-D-F>

</Boot_Device_04>

<Boot_Device_05>

<DEVICE_NAME>PXE:IBA GE Slot 00C8 v1324</DEVICE_NAME>

<PCI-B-D-F>00,19,00</PCI-B-D-F>

</Boot_Device_05>

</BOOT_DEVICE_PRIORITY>

</BIOSCONFIG>

■ 41ページの「最初の起動デバイスを次のブート時に設定する方法」
■ 43ページの「起動デバイスの切り替え方法」
■ 44ページの「文字列のサブセットとブートリストのサブセットを指定する方
法」

■ 45ページの「ブートリストのエントリの移動方法」
■ 45ページの「ブート順序を PCIバス、デバイス、または関数に基づいて変更する
方法」

▼ 起動デバイスの切り替え方法
-set_boot_orderコマンドオプションをこのXML入力とともに使用して、起動デバ
イス 1と 2を切り替えることができます。

注 –ブート順序は、このファイルにデバイスが表示されている順序ではなく、起動デ
バイスのタグ番号によって送信されます。たとえば、Boot_Device_01

は、Boot_Device_02より前にブートします。

XMLコードを次に示します。
<BIOSCONFIG>

<BOOT_DEVICE_PRIORITY>

<Boot_Device_01>

<DEVICE_NAME>SATA:3M-MRVLRD 200254-01SUN24G 0801 </DEVICE_NAME>

</Boot_Device_01>

<Boot_Device_02>

<DEVICE_NAME>USB:Port1:Memorex DVD+-RAM 510L </DEVICE_NAME>

</Boot_Device_02>

<Boot_Device_03>

<DEVICE_NAME>USB:Port0:SanDisk Cruzer Contour </DEVICE_NAME>

</Boot_Device_03>

<Boot_Device_04>

<DEVICE_NAME>IB:Slot2.F0:PXE:MLNX HCA IB 1.9.972 (PCI 07:00.

参照
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</DEVICE_NAME>

<PCI-B-D-F>07,00,00</PCI-B-D-F>

</Boot_Device_04>

<Boot_Device_05>

<DEVICE_NAME>PXE:IBA GE Slot 00C8 v1324 </DEVICE_NAME>

<PCI-B-D-F>00,19,00</PCI-B-D-F>

</Boot_Device_05>

</BOOT_DEVICE_PRIORITY>

</BIOSCONFIG>

■ この出力では、指定されたハードウェアは次のように説明されています。

出力テキスト ハードウェアの説明

SATA:3M-MRVLRD 200254-01SUN24G

0801

フラッシュmini-DIMM SATA (ディスク形式)

USB:Port1:Memorex DVD+-RAM 510L USB DVDドライブ (CD形式)

USB:Port0:SanDisk Cruzer Contour 1GB USBフラッシュドライブ (ディスク形式)

IB:Slot2.F0:PXE:MLNX HCA IB

1.9.972

InfiniBand PXE (ネットワーク形式)

PXE:IBA GE Slot 00C8 v1324 オンボードのギガビット Ethernet NIC (ネットワークイン
タフェース)

■ 41ページの「最初の起動デバイスを次のブート時に設定する方法」
■ 42ページの「ブート順序を永続的に変更する方法」
■ 44ページの「文字列のサブセットとブートリストのサブセットを指定する方
法」

■ 45ページの「ブートリストのエントリの移動方法」
■ 45ページの「ブート順序を PCIバス、デバイス、または関数に基づいて変更する
方法」

▼ 文字列のサブセットとブートリストのサブセットを指定する方法
biosconfigは、文字列のサブセットとブートリストのサブセットの指定を許可しま
す。たとえば、biosconfig -set_boot_orderをこの XML入力とともに使用する
と、InfiniBandデバイスのブートリストのエントリ番号が、1番に移動します。

XMLコードを次の例のように設定します。
<BIOSCONFIG>

<BOOT_DEVICE_PRIORITY>

<Boot_Device_01>

<DEVICE_NAME>MLNX HCA IB</DEVICE_NAME>

</Boot_Device_01>

</BOOT_DEVICE_PRIORITY>

</BIOSCONFIG>

参照
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■ 41ページの「最初の起動デバイスを次のブート時に設定する方法」
■ 42ページの「ブート順序を永続的に変更する方法」
■ 43ページの「起動デバイスの切り替え方法」
■ 45ページの「ブートリストのエントリの移動方法」
■ 45ページの「ブート順序を PCIバス、デバイス、または関数に基づいて変更する
方法」

▼ ブートリストのエントリの移動方法
また、biosconfig -set_boot_orderコマンドは、ほかのブートリストのエントリを下
に移動するため、ブートリストの順序は次のようになります。

XMLコードを次の例のように設定します。
<BOOT_DEVICE_PRIORITY>

<Boot_Device_01>

<DEVICE_NAME>IB:Slot2.F0:PXE:MLNX HCA IB 1.9.972 (PCI 07:00.

</DEVICE_NAME>

<PCI-B-D-F>07,00,00</PCI-B-D-F>

</Boot_Device_01>

<Boot_Device_02>

<DEVICE_NAME>PXE:IBA GE Slot 00C8 v1324</DEVICE_NAME>

<PCI-B-D-F>00,19,00</PCI-B-D-F>

</Boot_Device_02>

<Boot_Device_03>

<DEVICE_NAME>USB:Port1:Memorex DVD+-RAM 510L v1</DEVICE_NAME>

</Boot_Device_03>

<Boot_Device_04>

<DEVICE_NAME>USB:Port0:SanDisk Cruzer Contour</DEVICE_NAME>

</Boot_Device_04>

<Boot_Device_05>

<DEVICE_NAME>SATA:3M-MRVLRD 200254-01SUN24G 0801</DEVICE_NAME>

</Boot_Device_05>

</BOOT_DEVICE_PRIORITY>

■ 41ページの「最初の起動デバイスを次のブート時に設定する方法」
■ 42ページの「ブート順序を永続的に変更する方法」
■ 43ページの「起動デバイスの切り替え方法」
■ 44ページの「文字列のサブセットとブートリストのサブセットを指定する方法」
■ 45ページの「ブート順序を PCIバス、デバイス、または関数に基づいて変更する
方法」

▼ ブート順序をPCIバス、デバイス、または関数に基づいて変更す
る方法
biosconfigは、PCIバス、デバイス、または関数の情報がブート順序リストに含まれ
ている場合、それらに基づいてブート順序を変更します (USBデバイスにはこの情報
は含まれないが、PCIデバイスには含まれる)。

たとえば、biosconfig -set_boot_orderをこの XML入力とともに使用すると、指定
された Ethernet NICがブートリストの一番上に移動します。

参照
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XMLコードを次の例のように設定します。
<BIOSCONFIG>

<BOOT_DEVICE_PRIORITY>

<Boot_Device_01>

<PCI-B-D-F>00,19,00</PCI-B-D-F>

</Boot_Device_01>

</BOOT_DEVICE_PRIORITY>

</BIOSCONFIG>

■ その結果、ブートリストは次のようになります。
<BOOT_DEVICE_PRIORITY>

<Boot_Device_01>

<DEVICE_NAME>PXE:IBA GE Slot 00C8 v1324</DEVICE_NAME>

<PCI-B-D-F>00,19,00</PCI-B-D-F>

</Boot_Device_01>

<Boot_Device_02>

<DEVICE_NAME>IB:Slot2.F0:PXE:MLNX HCA IB 1.9.972 (PCI 07:00.

</DEVICE_NAME>

<PCI-B-D-F>07,00,00</PCI-B-D-F>

</Boot_Device_02>

<Boot_Device_03>

<DEVICE_NAME>USB:Port1:Memorex DVD+-RAM 510L v1</DEVICE_NAME>

</Boot_Device_03>

<Boot_Device_04>

<DEVICE_NAME>USB:Port0:SanDisk Cruzer Contour</DEVICE_NAME>

</Boot_Device_04>

<Boot_Device_05>

<DEVICE_NAME>SATA:3M-MRVLRD 200254-01SUN24G 0801</DEVICE_NAME>

</Boot_Device_05>

</BOOT_DEVICE_PRIORITY>

■ 41ページの「最初の起動デバイスを次のブート時に設定する方法」
■ 42ページの「ブート順序を永続的に変更する方法」
■ 43ページの「起動デバイスの切り替え方法」
■ 44ページの「文字列のサブセットとブートリストのサブセットを指定する方法」
■ 45ページの「ブートリストのエントリの移動方法」

BIOS CMOS設定
BIOS設定情報は、ホストのチップセット内にあるバッテリバックアップされた
CMOSメモリーに格納されます。BIOS POST時の BIOS設定インタフェースを通し
て、多数のCMOS設定を指定できます。biosconfigは、ホストOSのプログラムでこ
れらの設定を変更する代替インタフェースです。biosconfigは、次の 2つの方法で
BIOS CMOS設定を指定します。

■ ゴールデン (信頼できる既知の)イメージをコピーして使用する
■ 各設定を個別に制御する

関連項目:

●

参照
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■ 47ページの「ゴールデンCMOSイメージを使用して BIOS CMOSを設定する方
法」

■ 48ページの「ゴールデンイメージの適用方法」

▼ ゴールデンCMOSイメージを使用してBIOS CMOSを設定する方法
BIOS設定は、CMOSのコンテンツとNVRAMのブートテーブルで構成されていま
す。コマンド biosconfig -get_CMOS_dumpは、256バイトの CMOSを取得します
が、NVRAMからブートテーブルの情報を収集しません。そのため、このコマンド
は、ソースと出力先マシンの起動入出力設定が同じ場合を除き、ブート順序の情報
を取得できない場合があります。ゴールデン (信頼できる既知の) CMOSイメージを
生成するには、BIOS設定を使用して目的に応じたホストを設定します。

biosconfig -get_CMOS_dumpを使用して、設定情報を保持する 256バイトの CMOSを取
得します。
# biosconfig -get_CMOS_dump golden.xml

Copyright (C) SUN Microsystems 2009.

BIOSconfig Utility Version 2.1

Build Date: Jul 16 2009

Build Time: 15:55:12

BIOSconfig Specification Version 2.4

Success

XMLファイルを表示するには、次のように入力します。

注 – <CMOS_DUMP>要素タグ間にあるデータには、生のCMOSデータが含まれていま
す。

<BIOSCONFIG>

<BIOSCONFIG_VERSION>2.1</BIOSCONFIG_VERSION>

<SPEC_VERSION>2.4</SPEC_VERSION>

<SP_NETWORK_CONFIG>

<DISCOVERY></DISCOVERY>

<IP></IP>

<NETMASK></NETMASK>

<GATEWAY></GATEWAY>

</SP_NETWORK_CONFIG>

<PASSWORD_CONFIG>

<PASSWORD></PASSWORD>

</PASSWORD_CONFIG>

<BOOT_ORDER_OVERRIDE>

<HELP_STRING>FIRST=Choose one of: pxe, cdrom, disk, floppy,

bios, none</HELP_STRING>

<FIRST></FIRST>

<HELP_STRING>CLEAR_CMOS=Choose Yes, No or leave it empty,

</HELP_STRING>

<CLEAR_CMOS></CLEAR_CMOS>

</BOOT_ORDER_OVERRIDE>

<BOOT_DEVICE_PRIORITY>

<B0>

1

2
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<DEVICE_NAME></DEVICE_NAME>

<PCI-B-D-F></PCI-B-D-F>

</B0>

</BOOT_DEVICE_PRIORITY>

<CMOS_DUMP>

<OFFSET_00>00.00.00.00.00.00.00.00.00.00.00.00.00.00.00.00.</OFFSET_00>

<OFFSET_10>00.30.00.30.0E.80.02.FF.FF.00.00.00.00.00.00.00.</OFFSET_10>

<OFFSET_20>00.00.00.00.00.00.00.00.00.30.47.47.47.47.04.3A.</OFFSET_20>

<OFFSET_30>FF.FF.20.85.90.F7.07.00.00.03.00.17.00.00.1F.3A.</OFFSET_30>

<OFFSET_40>00.00.00.00.00.00.00.00.00.00.00.00.00.00.00.00.</OFFSET_40>

<OFFSET_50>00.00.FF.00.13.00.00.01.80.30.30.30.30.30.00.00.</OFFSET_50>

<OFFSET_60>EF.40.41.42.43.44.45.46.47.08.09.0A.18.00.00.0B.</OFFSET_60>

<OFFSET_70>00.03.0C.0D.0E.0F.10.11.00.00.00.00.12.13.14.15.</OFFSET_70>

<OFFSET_80>11.24.26.06.46.14.00.16.02.00.F8.23.C8.17.20.07.</OFFSET_80>

<OFFSET_90>18.20.19.1A.1B.1C.1D.9E.DF.9E.DE.21.02.03.04.05.</OFFSET_90>

<OFFSET_A0>06.07.08.09.EA.2B.0B.0B.0B.4B.00.01.0F.00.0C.00.</OFFSET_A0>

<OFFSET_B0>00.00.00.00.10.32.54.76.10.32.54.76.14.00.00.00.</OFFSET_B0>

<OFFSET_C0>00.46.BC.00.00.00.00.00.00.80.C0.10.42.F9.FF.FF.</OFFSET_C0>

<OFFSET_D0>83.00.80.9C.DE.1F.40.02.FA.52.55.E0.F1.F3.E7.FF.</OFFSET_D0>

<OFFSET_E0>7C.00.01.04.00.00.05.04.03.04.00.02.07.02.17.00.</OFFSET_E0>

<OFFSET_F0>17.03.01.05.08.01.03.04.00.03.00.09.01.00.05.00.</OFFSET_F0>

</CMOS_DUMP>

</BIOSCONFIG>

■ 48ページの「ゴールデンイメージの適用方法」

▼ ゴールデンイメージの適用方法
次に示すように、set_CMOS_dumpを使用して、システムから同じ BIOSバージョンの
セカンドシステムにゴールデンイメージをコピーすることで、類似したハード
ウェアにゴールデンイメージを適用できます。

次のコマンドを使用します。
# biosconfig -set_CMOS_dump golden.xml

Copyright (C) SUN Microsystems 2009.

BIOSconfig Utility Version 2.1

Build Date: Jul 16 2009

Build Time: 15:55:12

BIOSconfig Specification Version 2.4

Processing Input BIOS Data....

Success

■ 47ページの「ゴールデンCMOSイメージを使用して BIOS CMOSを設定する方
法」

参照

●

参照
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各CMOS設定の指定
biosconfigは、各CMOS設定を管理する次の 2つのコマンドを提供します。

■ -get_bios_settings

CMOS設定をプラットフォームから取得します。
■ -set_bios_settings

CMOS設定をプラットフォームに設定します。

これらのコマンドを使用すると、次のことができます。

1. -get_bios_settingsを使用して、現在の設定を記載するXMLファイルを生成しま
す。

2. XMLファイルを編集して設定を指定します。
3. -set_bios_settingsを使用して、CMOSの設定を変更します。

注 –設定値は、使用しているサーバーのタイプによって異なります。 biosconfigは
ホストの BIOSイメージとプラットフォームのCMOSを読み取り、設定の質問 (BIOS
設定に表示される文字列)、最適な標準設定値、現在の設定、および許可された設定
を検索します。XMLファイル構造は、BIOS設定のメニュー階層に一致していま
す。-set_bios_settingsを使用するときは、XMLファイル出力のサブセットを
-get_bios_settings を使用して提供することで、作成する設定のみを含めることが
できます。

出力XMLファイルの名前は、設定メニューの名前に一致しています。唯一異なる点
は、空白の代わりに下線 (_)が使用されることです。たとえば、BIOS設定の「Boot
(ブート)」メニューの「Boot Settings Configuration (ブート設定の構成)」サブメ
ニューにある「Quick Boot (クイックブート)」エントリは、次のように指定されま
す。

<BIOSCONFIG>

<SETUP_CONFIG>

<Boot>

<Boot_Settings_Configuration>

<Quick_Boot>

関連項目:

■ 50ページの「静的なCMOS設定を取得する方法」
■ 51ページの「動的な設定を指定する方法」
■ 52ページの「NET0_Option_ROMを設定する方法」
■ 52ページの「チップセット関連の設定を表示する方法」
■ 53ページの「システムの電源切断を設定する方法」
■ 54ページの「「Quick Boot (クイックブート)」および「Power Off (電源切断)」オ
プションを無効にする方法」

各 CMOS設定の指定

49



▼ 静的なCMOS設定を取得する方法
CMOS設定には、静的と動的の 2種類の設定があります。次に示す静的な設定は、実
行時に BIOSによって決定されます。

■ CMOSの値
■ その値によって決定される動作
■ 表示される BIOS設定文字列

たとえば、「Boot (ブート)」メニュー下の「Boot Settings Configuration (ブート設定の
構成)」メニューにある「Quick Boot (クイックブート)」の BIOS設定の質問に対して
は、「Enabled (有効)」および「Disabled (無効)」の 2つの選択肢があり、最適な標準
設定では「Enabled (有効)」に指定されています。

出力XMLファイルのサブセットを次に示します。

XMLコード例を次に示します。
<BIOSCONFIG>

<SETUP_CONFIG>

<Boot>

<Boot_Settings_Configuration>

<Quick_Boot>

<HELP_STRING>Allows BIOS to skip certain....

</HELP_STRING>

<DEFAULT_OPTION>Enabled</DEFAULT_OPTION>

<SELECTED_OPTION>Enabled</SELECTED_OPTION>

<OPTION-0>Disabled</OPTION-0>

<OPTION-1>ENabled</OPTION-1>

</Quick_Boot>

<Onboard_IB_gPXE_boot_first_>

<HELP_STRING>Set Onboard Infiniband gPXE ....

</HELP_STRING>

<DEFAULT_OPTION>Disabled</DEFAULT_OPTION>

<SELECTED_OPTION>Disabled</DEFAULT_OPTION>

<OPTION-0>Disabled</OPTION-0>

<OPTION-1>Enabled</OPTION-2>

</Onboard_IB_gPXE_boot_first_>

</Boot_Settings_Configuration>

</Boot>

</SETUP_CONFIG>

</BIOSCONFIG>

または

<BIOSCONFIG>

<SETUP_CONFIG>

<Chipset>

<South_Bridge_Configuration>

<Restore_on_AC_Power_Loss>

<HELP_STRING></HELP_STRING>

<DEFAULT_OPTION>Power On</DEFAULT_OPTION>

<SELECTED_OPTION>Power On</SELECTED_OPTION>

<OPTION-0>Power Off</OPTION-0>

<OPTION-1>Power On</OPTION-1>

●

各 CMOS設定の指定
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<OPTION-2>Last State</OPTION-2>

</Restore_on_AC_Power_Loss>

</South_Bridge_Configuration>

</Chipset>

</SETUP_CONFIG>

</BIOSCONFIG>

■ 51ページの「動的な設定を指定する方法」
■ 52ページの「NET0_Option_ROMを設定する方法」
■ 52ページの「チップセット関連の設定を表示する方法」
■ 53ページの「システムの電源切断を設定する方法」
■ 54ページの「「Quick Boot (クイックブート)」および「Power Off (電源切断)」オ
プションを無効にする方法」

▼ 動的な設定を指定する方法
CMOS設定には、静的と動的の 2種類の設定があります。次に示す動的な設定は、実
行時に BIOSによって決定されます。
■ CMOSの値
■ その値によって決定される動作
■ 表示される BIOS設定文字列

biosconfigは、文字列とCMOS値のマッピングを取得できません。この動作は BIOS
に依存するものであり、この情報を取得する機能の有無は、BIOSのバージョンやプ
ラットフォームの種類によって異なります。

動的な設定を指定するには、次の手順に従って、使用する設定を検出する必要があ
ります。

BIOS設定を開始します。

この設定を手動で指定して保存します。

biosconfig-get_bios_settingsを実行して結果のXML出力の内容を確認し、指定する
設定に対してBIOSが使用している値を見つけます。
動的CMOS設定の例を次に示します。
<BIOSCONFIG>

<SETUP_CONFIG>

<Boot>

<Option_ROM_Enable>

<NET0_Option_ROM_>

<HELP_STRING>This Option enables execut....

</HELP_STRING>

<DEFAULT_OPTION> 0000 </DEFAULT_OPTION>

<SELECTED_OPTION> 0000 </SELECTED_OPTION>

<OPTION_RANGE> 0000 - 0001 </OPTION_RANGE>

<OPTION-0>Not Available</OPTION-0>

</NET0_Option_ROM_>

参照

1

2

3
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</Option_ROM_Enable>

</Boot>

</SETUP_CONFIG>

</BIOSCONFIG>

このコードには、biosconfig出力によって提供される文字列から値へのマッピング
はありません。

この設定を -set_bios_settingsとともに使用して、ほかのマシンを設定します。

■ 52ページの「NET0_Option_ROMを設定する方法」
■ 50ページの「静的なCMOS設定を取得する方法」
■ 52ページの「チップセット関連の設定を表示する方法」
■ 53ページの「システムの電源切断を設定する方法」
■ 54ページの「「Quick Boot (クイックブート)」および「Power Off (電源切断)」オ
プションを無効にする方法」

▼ NET0_Option_ROMを設定する方法
この特定のエントリに対して実行する場合、最適な標準設定は、値が 0の「Enabled
(有効)」になります。「Disabled (無効)」の値は 1です。

次のXMLコードを設定します。
<BIOSCONFIG>

<SETUP_CONFIG>

<Boot>

<Option_ROM_Enable>

<NET0_Option_ROM_>

<SELECTED_OPTION> 1 </SELECTED_OPTION>

</NET0_Option_ROM_>

</Option_ROM_Enable>

</Boot>

</SETUP_CONFIG>

</BIOSCONFIG>

■ 52ページの「チップセット関連の設定を表示する方法」
■ 50ページの「静的なCMOS設定を取得する方法」
■ 51ページの「動的な設定を指定する方法」
■ 53ページの「システムの電源切断を設定する方法」
■ 54ページの「「Quick Boot (クイックブート)」および「Power Off (電源切断)」オ
プションを無効にする方法」

▼ チップセット関連の設定を表示する方法
BIOSの開発中は、開発中のプラットフォームに無関係の多数のチップセット関連の
設定が BIOS設定で非表示になっていますが、その一部は biosconfig

-get_setup_config出力で表示されます。

4

参照

●

参照

各 CMOS設定の指定

Sun Server CLIツールおよび IPMItool 2.0ユーザーズガイド • 2010年 4月52



チップセット関連の設定を表示するには、biosconfig - get_setup_config コマンド
を使用します。
<BIOSCONFIG>

<NET1_Option_ROM_>

<HELP_STRING>This Option enables execution of the ......

</HELP_STRING>

<DEFAULT_OPTION>Enabled</DEFAULT_OPTION>

<SELECTED_OPTION>Enabled</SELECTED_OPTION>

<OPTION-0>Disabled</OPTION-0>

<OPTION-1>Enabled</OPTION-1>

</NET1_Option_ROM_>

</BIOSCONFIG>

この例では、使用されていないオンボードのネットワークインタフェースカード
(NIC)が示されています。混乱を回避するために、BIOS設定を参照して制御できる
オプションの名前を決定してください。

■ 53ページの「システムの電源切断を設定する方法」
■ 50ページの「静的なCMOS設定を取得する方法」
■ 51ページの「動的な設定を指定する方法」
■ 52ページの「NET0_Option_ROMを設定する方法」
■ 54ページの「「Quick Boot (クイックブート)」および「Power Off (電源切断)」オ
プションを無効にする方法」

▼ システムの電源切断を設定する方法
システムの動作を変更して、AC電源が復元された後に電源を切断したままにするに
は、この最小限のXMLファイルを使用して、デフォルトの「Power On (電源投
入)」から「Power Off (電源切断)」に設定を変更できます。

次のXMLコードを設定します。
<BIOSCONFIG>

<SETUP_CONFIG>

<Chipset>

<South_Bridge_Configuration>

<Restore_on_AC_Power_Loss>

<SELECTED_OPTION>Power Off</SELECTED_OPTION>

</Restore_on_AC_Power_Loss>

</South_Bridge_Configuration>

</Chipset>

</SETUP_CONFIG>

</BIOSCONFIG>

■ 54ページの「「Quick Boot (クイックブート)」および「Power Off (電源切断)」オ
プションを無効にする方法」

■ 50ページの「静的なCMOS設定を取得する方法」
■ 51ページの「動的な設定を指定する方法」
■ 52ページの「NET0_Option_ROMを設定する方法」
■ 52ページの「チップセット関連の設定を表示する方法」

●

参照

●

参照
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▼ 「Quick Boot (クイックブート)」および「Power Off (電源切断)」オ
プションを無効にする方法
変更内容は 1つのファイルに結合できます。たとえば、AC電源の復元後に「Quick
Boot (クイックブート)」と「Power Off (電源切断)」を無効にするには、次のコードを
使用できます。

次のXMLコードを設定します。
<BIOSCONFIG>

<SETUP_CONFIG>

<Chipset>

<South_Bridge_Configuration>

<Restore_on_AC_Power_Loss>

<SELECTED_OPTION>Power Off</SELECTED_OPTION>

</Restore_on_AC_Power_Loss>

</South_Bridge_Configuration>

</Chipset>

<Boot>

<Boot_Settings_Configuration>

<Quick_Boot>

<SELECTED_OPTION>Disabled</SELECTED_OPTION>

</Quick_Boot>

</Boot_Settings_Configuration>

</Boot>

</SETUP_CONFIG>

</BIOSCONFIG>

■ 50ページの「静的なCMOS設定を取得する方法」
■ 51ページの「動的な設定を指定する方法」
■ 52ページの「NET0_Option_ROMを設定する方法」
■ 52ページの「チップセット関連の設定を表示する方法」
■ 53ページの「システムの電源切断を設定する方法」

関連のない無害の追加出力を生成するコマンド
biosconfigに関する既知の問題を次に示します。

一部のコマンドがXMLファイルに余分な出力を表示します。-get_cmos_dumpからの
余分な出力の例を次に示します。

<SP_NETWORK_CONFIG>

<DISCOVERY></DISCOVERY>

<IP></IP>

<NETMASK></NETMASK>

<GATEWAY></GATEWAY>

</SP_NETWORK_CONFIG>

<PASSWORD_CONFIG>

<PASSWORD></PASSWORD>

</PASSWORD_CONFIG>

●

参照
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<BOOT_ORDER_OVERRIDE>

<HELP_STRING>FIRST=Choose one of: pxe, cdrom, disk,

floppy, bios, none</HELP_STRING>

<FIRST></FIRST>

<HELP_STRING>CLEAR_CMOS=Choose Yes, No or leave it

empty, empty means No</HELP_STRING>

<CLEAR_CMOS></CLEAR_CMOS>

</BOOT_ORDER_OVERRIDE>

<BOOT_DEVICE_PRIORITY>

<B0>

<DEVICE_NAME></DEVICE_NAME>

<PCI-B-D-F></PCI-B-D-F>

</B0>

</BOOT_DEVICE_PRIORITY>

関連項目:

■ 50ページの「静的なCMOS設定を取得する方法」
■ 51ページの「動的な設定を指定する方法」
■ 52ページの「NET0_Option_ROMを設定する方法」
■ 52ページの「チップセット関連の設定を表示する方法」
■ 53ページの「システムの電源切断を設定する方法」
■ 54ページの「「Quick Boot (クイックブート)」および「Power Off (電源切断)」オ
プションを無効にする方法」

関連のない無害の追加出力を生成するコマンド
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fwupdate

fwupdateは、Sun Server Hardware Management PackのCLIコンポーネントの 1つで
す。fwupdateは、HBA、エクスパンダ、ディスクなどのストレージデバイスの SPま
たは BIOSファームウェアや、NIC、FC、InfiniBandなどの一部の PCIカードのクエ
リー、更新、および検証を Sun x64 Enterpriseサーバー上で実行できるクロスOS
ユーティリティーです。fwupdateは、Linux、Solaris OS、およびWindowsでサポート
されます。

fwupdateでは、ストレージコンポーネント (SASコントローラ、SASエクスパン
ダ、ディスクドライブ、SASブリッジ)のファームウェアを更新するときに、その
ファームウェアイメージの更新をサポートします。このツールでは、ホストから参
照できるストレージコンポーネントのインベントリを表示します。また、使用可能
なすべてのファームウェアのバージョンを表示できます。

fwupdateでは、汎用クロスOSストレージ管理ライブラリを使用して、特定のハード
ウェア情報にアクセスし、ホストシステムに接続されているオンボードのスト
レージリソース (ローカルディスク)および外部のストレージリソース (JBOD)の調
査、監視、および設定を行います。

fwupdate CLIコマンドは、ホストマシンで実行され、ターゲットデバイスをサポート
します。fwupdateは、次のストレージサブシステムをサポートします。

■ ディスクドライブ (回転式メディアおよびフラッシュドライブ)
■ HBAおよび組み込みストレージコントローラ、SAS1および SAS2
■ LSI SASエクスパンダデバイス、SAS1および SAS2

また、fwupdateは、次の PCIカードをサポートします。

■ NIC
■ FC
■ InfiniBand

このセクションでは、次の項目について説明します。

■ 58ページの「fwupdateのコマンド行インタフェース」
■ 60ページの「listサブコマンド」
■ 61ページの「resetサブコマンド」
■ 61ページの「updateサブコマンド」
■ 63ページの「デバイス命名規則」
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■ 63ページの「コマンドの実行結果の概要」

fwupdateのコマンド行インタフェース
コマンド行モードは、ユーザー指定の 1つのファームウェアファイルを使用して 1つ
のコンポーネントを更新するように設計されています。

fwupdateコマンドを使用するときには、次の制限事項が適用されます。

■ Unixベースのプラットフォームではルート権限レベルのユーザー、Windowsプ
ラットフォームでは管理者権限レベルのユーザーで、fwupdateコマンドを実行し
ます。

■ 複数のデバイスを個別の -nコマンド行引数として列挙し、すべてのデバイスを同
じファームウェアイメージと互換性があるようにします。

■ コマンド行の 1回の実行につき、デバイスタイプを 1つだけアップグレードでき
ます。

■ コマンド行で指定できるファイルタイプとファイルは、それぞれ 1つだけです。
■ 複数の異なるファームウェアファイルを含むコンポーネントでは、個別のコマン
ド行を実行してアップグレードする必要があります。

Solarisの場合、デバイスのホットプラグを行った場合には、fwupdateコマンドを実
行する前に、devfsadm -Cコマンドを実行してシステムのすべてのデバイスノードを
再列挙してください。

コマンドが失敗すると、103ページの「fwupdateのエラーコード」に記載されている
いくつかの障害コードのいずれかが返されます。

注 –ツールのデフォルト (noarg)の動作では、ヘルプオプションが一覧表示されま
す。コマンド行引数が不完全な場合、エラーが発生し、コンテキストヘルプが表示
されます。

次のオプションは、fwupdateを含むすべての CLIツールコマンドに適用されます。

ショートオ
プション

ロングオプ
ション 説明

-? --help ヘルプ—ヘルプ情報を表示します。

-v --version バージョン—ツールバージョンを表示します。

-q --quiet 非表示—情報メッセージを出力しないようにし、エラーコードだけを
返します。

fwupdateのコマンド行インタフェース
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ショートオ
プション

ロングオプ
ション 説明

-y --option はい—操作を確定します。実行時に、操作を確認するためのプロンプ
トをユーザーに表示しません。

このツールでは、次の構文を使用します。

#fwupdate subcommand device_type option

subcommandは、次のいずれかになります。

サブコマンド 説明

list リストモードは、システムデータを表示するため、アップグレードするコン
ポーネントを選択するのに役立ちます。

update 手動モードでは、コマンド行の指示に基づいて 1つのコンポーネントを更新で
きます。

reset リセットモードでは、個々のコンポーネントをリセットできます。

上記のサブコマンドには、次のオプションがあります。

サブコマンド 説明

--? ヘルプオプションは、対象のサブコマンドのコンテキストヘルプを表示しま
す。どのコマンドまたはサブコマンドでも、その後ろに --?または --helpと入力
すると、使用できるその他のサブコマンドまたはオプションを確認できます。

--q 非表示オプションは、プロンプトが表示されないモードまたは stdout報告を使用
するモードを出力します。すべての出力は、ログファイルに送られます。

--v バージョンオプションは、ツールのバージョン情報を出力します。

関連項目:

■ 60ページの「listサブコマンド」
■ 61ページの「resetサブコマンド」
■ 61ページの「updateサブコマンド」

fwupdateのコマンド行インタフェース
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listサブコマンド
list コマンドは、すべてのコンポーネントに対するファームウェアのバージョンを
表示します。表示されたバージョンと最新リリースを比較して、デバイスの
ファームウェアをアップグレードする必要があるかどうかを確認できます。

listオプションのオプションは、次のとおりです。

ショートオ
プション ロングオプション 説明

-n --device_name 左記の 2つのサブコマンドは、機能的には同じです。これらのオプ
ションには、表示する 1つのデバイスを指定するためのパラメータが
必要です。--device_nameオプションは、共通に割り当てられたデバ
イス名です。

-v --verbose 左記の 2つのサブコマンドは、機能的には同じです。表示された各コ
ンポーネントについての詳細情報を表示します。この詳細オプション
は、デフォルトではオフになっています。

listコマンドでサポートされている device_typeは、次のとおりです。

■ all

■ disk

■ expander

■ controller

これらのターゲットは、このツールでアップグレード可能な、サポートされている
すべてのコンポーネントの種類を表します。使用可能なターゲットを確認するため
に、マスターリストを作成、保存、および出力できます。サポートされているすべ
てのターゲットを確認するには、allオプションを使用します。

fwupdate listコマンドの例を次に示します。

■ fwupdate list disk

システム上にあるすべてのディスクを一覧表示します。

■ fwupdate list expander -n c1x0 -v

c1x0に割り当てられているエクスパンダについての詳細情報を表示します。

関連項目:

■ 61ページの「resetサブコマンド」
■ 61ページの「updateサブコマンド」

listサブコマンド
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resetサブコマンド
デバイスのファームウェアの更新後、デバイスをリセットする必要がある場合があ
ります。リセットの要件はデバイスごとに異なるので、リセット機能は更新手順ま
たは個別の機能に含まれる場合があります。ファームウェアのアップグレード後に
デバイスをリセットする必要があるかどうかを確認するには、使用している
ファームウェアのリリースノートを参照してください。

fwupdate resetコマンドでサポートされている device_typesは、次のとおりです。

■ all

■ disk

■ expander

■ bridge

■ controller

updateサブコマンドのオプションは、次のとおりです。

表 3 fwupdate resetサブコマンドのオプション

ショート
オプ
ション ロングオプション 説明

-n --device_name 必須のオプションです。必須のパラメータを使用して、表示する 1
つのデバイスを指定します。device_nameは、共通に割り当てられた
デバイス名です。

fwupdate resetサブコマンドの例を次に示します。この例では、c2d2に割り当てら
れているディスクをリセットします。

■ # fwupdate reset disk -n c2d2

関連項目:

■ 60ページの「listサブコマンド」
■ 61ページの「updateサブコマンド」

updateサブコマンド
updateコマンドのターゲットセットは、ツールでサポートされているファーム
ウェアイメージの種類の 1つに 1つのターゲットを割り当てます。

現在サポートされている updateのサブコマンドは、次のとおりです。

■ expander-firmware

■ expander-boot-record

updateサブコマンド
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■ expander-manufacturing_image

■ expander-fpga

■ expander-cpld

■ disk-firmware

■ sas_bridgefirmware

これらのサブコマンドでは、1つの文字列引数でコンポーネントの種類および
ファームウェアの種類を指定します。このコマンドの 1回の実行につき、ファーム
ウェアイメージとコンポーネントをそれぞれ 1つだけ指定できます。

updateサブコマンドのオプションは、次のとおりです。

表 4 updateコマンドのオプション

ショートオ
プション ロングオプション 説明

-n --device_name 必須のオプションです。必須のパラメータを使用して、更新するデ
バイスを指定します。指定する名前は、listコマンドを使用して取
得できる、割り当てられた名前です。

-o --filename

filename
必須のオプションです。必須のパラメータを使用して、適用する
ファームウェアイメージのファイル名を指定します。

-r --reset 省略可能です。指定した場合、更新されたコンポーネントは、正常
なアップグレード後にリセットされます。このオプションを使用す
ると、resetモードを入力する必要がありません。更新が失敗した場
合、コンポーネントはリセットされません。

-d --dry-run 省略可能です。すべての入力を確認し、ファームウェアおよびコン
ポーネントで使用可能な予行の checkコマンドを実行しますが、永
続的な変更は行われません。

updateコマンドの例を次に示します。

■ # fwupdate update disk-firmware -n c1d1 -f diskfirmware.file

■ # fwupdate update expander-fpga -n c1x2 -f expander.fpga -d -r

関連項目:

■ 60ページの「listサブコマンド」
■ 61ページの「resetサブコマンド」

updateサブコマンド
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デバイス命名規則
デバイスの命名は、ストレージライブラリに基づいてほかのCLIツールと共有され
ます。

命名規則の詳細については、30ページの「CLIツールのデバイス命名規則」を参照
してください。

コマンドの実行結果の概要
アップグレードが成功したかどうかにかかわらず、コマンドの実行結果の概要が
ユーザーに提供されます。更新中にエラーが発生した場合、問題をデバッグする際
に役立つ、エラーコード文字列およびデバイス名がユーザーに提供されます。

この情報は、ログファイルにも書き込まれます。アップグレードが成功した場
合、次の情報が表示されます。

■ 割り当てられたデバイス名
■ アップグレードの結果
■ 現在のファームウェアのバージョン
■ アップグレードする前のファームウェアのバージョン

関連項目: 58ページの「fwupdateのコマンド行インタフェース」

コマンドの実行結果の概要
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raidconfig

raidconfigは Sun Server Hardware Management Packの一部であり、汎用クロスOSス
トレージ管理ライブラリを使用して、XMLファイルを使用するRAIDボリュームに
対する属性を設定します。

このセクションでは、次の項目について説明します。

■ 66ページの「raidconfigの概要」
■ 67ページの「raidconfigコマンドの概要」
■ 68ページの「listサブコマンド」
■ 70ページの「listのオプション」
■ 70ページの「概要リストを表示する方法」
■ 71ページの「詳細リストを表示する方法」
■ 71ページの「ディスクの概要リストを表示する方法」
■ 72ページの「create raidサブコマンド」
■ 73ページの「RAIDボリュームを作成する方法」
■ 73ページの「delete raidサブコマンド」
■ 73ページの「RAIDボリュームを削除する方法」
■ 74ページの「add spareサブコマンド」
■ 74ページの「add spareのオプション」
■ 75ページの「スペアを追加する方法」
■ 75ページの「remove spareサブコマンドとオプション」
■ 76ページの「スペアディスクまたはRAIDボリュームを削除する方法」
■ 76ページの「modifyサブコマンド」
■ 76ページの「modifyのオプション」
■ 77ページの「RAIDボリュームの名前を変更する方法」
■ 77ページの「exportサブコマンド」
■ 78ページの「raidconfig exportのオプション」
■ 78ページの「インベントリをファイルにエクスポートする方法」
■ 79ページの「importサブコマンド」
■ 79ページの「ファイルからRAIDボリュームを設定する方法」
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raidconfigの概要
raidconfigは、システムに接続されているオンボードのストレージリソース (ローカ
ルディスク)および外部のストレージリソース (JBOD)の調査、監視、および設定を
行います。このコマンドは、一連のストレージライブラリを使用して、ホストシス
テムについての特定の情報にアクセスします。これらのライブラリおよび
パッケージは、raidconfigとともに自動的に配布およびインストールされま
す。raidconfigのサポートされるコンポーネントには、ライブラリによってサ
ポートされるデバイスが含まれます。raidconfigは、Linux、Solaris OS、Windowsの
各プラットフォームでサポートされます。raidconfigには次の機能があります。

■ RAIDボリュームを表示、作成、削除、および変更します。
■ コマンド行オプションを使用することでスクリプトの作成を容易にします。
■ データセンターに同種および異種のプラットフォームを設定します。これは、コ
マンド行オプションに基づいてXMLファイルから読み取る機能によって実現さ
れます。さまざまなプラットフォーム設定に合わせてXMLファイルを編集でき
ます。ツールを使用して、設定をXML形式のファイルに簡単に書き込むことが
できます。

■ 現在のRAID設定を表示し、それを編集して同じプラットフォームまたは異なる
プラットフォームの設定に使用できるようにXMLファイルに書き込みます。

■ 移植性のある形式で論理ディスクを表します。たとえば、SASアドレスではなく
コントローラごとの一意な列挙を使用することで、XMLファイルをほかのプ
ラットフォームに簡単に移動できます。

■ Adaptecおよび LSIのCLIコマンドで提供されているすべての設定オプションの上
位集合を提供します。

■ APIから取得されたデータに基づいて、特定のアダプタに対し、たとえばサ
ポートされるRAIDの種類での機能チェックを使用します。

raidconfigには次の制限があります。

■ Unixベースのプラットフォームではルート権限レベルのユーザー、Windowsプ
ラットフォームでは管理者権限レベルのユーザーで raidconfigコマンドを実行し
ます。

■ raidconfigでは、入れ子になったRAIDボリューム (あるRAIDボリュームが別の
RAIDボリュームの一部になっている)を作成することはできません。

■ Oracle Solarisでは、raidconfigは raidctl CLIツールと互換性がありません
(raidconfigは SAS2をサポートしますが、raidctlツールはサポートしません)。

67ページの「raidconfigコマンドの概要」も参照してください。

raidconfigの概要
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raidconfigコマンドの概要
raidconfigコマンドは次のコマンド構文に従います。

raidconfig subcommand device-type -option(s)

Solarisの場合、デバイスのホットプラグを行った場合には、raidconfigコマンドを
実行する前に、devfsadm -Cコマンドを実行してシステムのすべてのデバイスノード
を再列挙してください。

コマンドが失敗すると、101ページの「raidconfigのエラーコード」に記載されてい
るいくつかの障害コードのいずれかが返されます。

次のオプションは、raidconfigを含むすべてのCLIツールコマンドに適用されま
す。

ショートオ
プション

ロングオプ
ション 説明

-? --help ヘルプ—ヘルプ情報を表示します。

-V --version バージョン—ツールバージョンを表示します。

-q --quiet 非表示—情報メッセージを出力しないようにし、エラーコードだけを
返します。

-y --yes はい—操作を確定します。実行時に、操作を確認するためのプロンプ
トをユーザーに表示しません。

--helpオプションまたは --versionオプションを使用する場合、raidconfigコマンド
にサブコマンドは必要ありません。それ以外の場合は、1つ以上のサブコマンドを
raidconfigコマンドに指定する必要があります。

次に示すのは raidconfigのサブコマンドです。

コマンド 機能

list コントローラ、RAID、ボリューム、およびディスクについての情報を一覧表示し
ます。RAIDボリュームに属さないディスクも含みます。特定のデバイスを選択し
て表示できます。

create RAIDボリュームを作成します。

delete RAIDボリュームを削除します。

modify RAIDボリュームまたはディスクを変更します。

add スペアディスクを追加します。

remove スペアディスクを削除します。

raidconfigコマンドの概要

67



コマンド 機能

export RAIDの設定からXMLファイルを生成します。

import RAIDの設定を読み取って、RAIDボリュームとスペアを作成します。

次にサブコマンドについて説明します。コマンドでデバイス (コントローラ、RAID
ボリューム、ディスク)を使用するときは、一意に識別します。そのための方法につ
いては、30ページの「CLIツールのデバイス命名規則」でデバイス名付けスキーム
を参照してください。

デバイスの命名は、ストレージライブラリに基づいてほかのCLIツールと共有され
ます。

27ページの「CLIツールのコマンド構文および表記規則」も参照してください。

listサブコマンド
listサブコマンドは、コントローラ、RAIDボリューム、およびディスクデータを表
示します。listサブコマンドでは次のサブコマンドを使用できます。

raidconfig listコマンドのコマンドオプションは次のとおりです。

サブコマンド 説明

all すべて—すべてのコントローラ、物理ディスク、およびRAIDボリュームにつ
いての詳細を表示します。

controller コントローラ—すべてのコントローラについての詳細を表示します。特定のコ
ントローラについての詳細を表示するには、-cオプションを使用します。

disk ディスク—物理ディスクを表示します。

raid RAID —すべてのRAIDの詳細を表示します。

次のデータが表示されます。アスタリスク (*)が付いている項目は概要リストが表示
され、ほかのすべての項目は詳細リストが表示されます。

コントローラ:

■ 論理 ID (0から)
■ ノード ID
■ 製造元*
■ 型*
■ ファームウェアのバージョン*
■ PCIアドレス

listサブコマンド
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■ PCIベンダー ID
■ サポートされるRAIDレベル
■ 現在のRAIDボリューム数*
■ 現在のディスク数*
■ 最大ディスク数
■ 最大RAIDボリューム数
■ 専用スペア数 (RAIDボリュームあたり)
■ 最大グローバルスペア数
■ 最小ストライプサイズ
■ 最小ストライプサイズ
■ PCIデバイス ID
■ PCIサブベンダー ID
■ PCIサブデバイス ID
■ バッテリバックアップステータス

ディスク:
■ 論理 ID (0から)*
■ ノード ID
■ シャーシ ID*
■ スロット ID*
■ デバイス名
■ 利用不可
■ ディスクタイプ*
■ マップ済み (true/false)
■ ステータス*
■ 容量*
■ 製造元
■ 型
■ シリアル番号
■ disk*が属しているRAIDボリューム
■ スペアの状態 (グローバル、専用、N/A)*
■ メディア*

RAIDボリューム:
■ 論理 ID (0から)*
■ ノード ID
■ デバイス名*
■ 名前 (ユーザー割り当て)*
■ ステータス*
■ 再同期中 (true/false)
■ RAIDレベル*
■ ディスク数*
■ 容量*
■ 搭載

listサブコマンド
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■ ストライプサイズ
■ レッグサイズ
■ 読み取りキャッシュ
■ 書き込みキャッシュ

関連項目:

■ 70ページの「listのオプション」

listのオプション
raidconfig listコマンドには次のオプションを使用できます。

ショートオ
プション

ロングオプ
ション 説明

-c --controller コントローラ ID —このオプションに続いてコントローラ ID文字列を指
定します。特定のコントローラについての詳細を表示します。

-r --raid RAID ID —このオプションに続いてRAID ID文字列を指定します。特定
のRAIDボリュームについての詳細を表示します。

-d --disks ディスク ID番号 -このオプションに続いてディスク ID文字列を指定し
ます。ディスクの IDを使用するディスクのコンマ区切りリスト。特定
のディスクについての詳細を表示します。raidconfig list disk data コ
マンドを使用するときにのみ有効です。

-v --verbose 詳細 -すべてのフィールドを一覧表示します。デフォルトでは、概要リ
ストにはフィールドのサブセットのみが表示されます。

関連項目:

■ 68ページの「listサブコマンド」

▼ 概要リストを表示する方法
使用可能なすべてのコントローラ、RAIDボリューム、使用中のディスク、および使
用可能なディスクの概要リストを表示するには、次の手順に従います。

以下のコマンドを実行します。
# ./raidconfig list all

CONTROLLER c0

=============

Manufacturer Model F/W Version RAID Volumes Disks

------------------------------------------------------------

Adaptec 0x0285 5.2-0 4 8

RAID Volumes

============

●

listのオプション
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ID Name Device Status Num Disks Level Size (GB)

--------------------------------------------------------------------------------

c0r0 0919XF5017-0 /dev/sda OK 1 Simple 146

c0r1 raid1 /dev/sdb OK 2 0 293

c0r2 raid2 /dev/sdc OK 3 10 146

c0r3 noname /dev/sdd OK 2 0 293

DISKS In Use

============

ID Chassis Slot RAID ID Status Type Media Spare Size (GB)

--------------------------------------------------------------------------------

c0d0 0 0 c0r0 OK sas HDD - 146

c0d1 0 1 c0r2 OK sas HDD - 146

c0d2 0 2 c0r3 OK sas HDD - 146

c0d3 0 3 c0r3 OK sas HDD - 146

c0d4 0 4 c0r2 OK sas HDD - 146

c0d5 0 5 c0r2 - sas HDD Dedicated 146

c0d6 0 6 c0r1 OK sas HDD - 146

c0d7 0 7 c0r1 OK sas HDD - 146

■ 68ページの「listサブコマンド」
■ 70ページの「listのオプション」

▼ 詳細リストを表示する方法
コントローラ 1のRAIDボリューム 1の詳細リスト、およびこのボリュームが使用し
ているディスクを表示するには、次の手順に従います。

以下のコマンドを実行します。

raidconfig list raid -v -r c1r1

■ 68ページの「listサブコマンド」
■ 70ページの「listのオプション」

▼ ディスクの概要リストを表示する方法
コントローラ 1のディスク 2の概要リストを表示するには、次の手順に従います。

以下のコマンドを実行します。

raidconfig list disks -d c1d2

■ 68ページの「listサブコマンド」
■ 70ページの「listのオプション」

参照

●

参照

●

参照

listのオプション
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create raidサブコマンド
create raidサブコマンドを使用すると、RAIDボリュームを作成できます。このサ
ブコマンドは、次の必須オプションの少なくとも 1つを受け取ります。

ショートオ
プション

ロングオプ
ション 説明

-d --disks ディスクのリスト -コンマで区切られたディスク ID番号でのディス
クのリスト。

-c --controller コントローラ ID番号 -特定のディスクを指定しない場合、このオプ
ションで使用するコントローラを示します。

-n --number-disks ディスク数 -アレイ内のディスクの数。ツールは使用可能なディスク
から選択します。使用できるディスクが足りない場合、コマンドは失
敗します。

該当なし --level レベル -コントローラでサポートされるRAIDレベル。たとえ
ば、0、1、1E、5、10、50、60など。特定のコントローラに対してサ
ポートされるレベルは、showコマンドの raid levels supported

フィールドで確認できます。すべてのコントローラがすべてのRAID
レベルをサポートするわけではありません。たとえば、Adaptecは
0、1、5、10、および 50をサポートします。任意のRAIDレベルを設
定できるので、RAIDレベルがサポートされていない場合はコマンド
がエラーになる可能性があります。RAIDレベルを指定しないと、レ
ベル 0と見なされます。

該当なし --stripe-size ストライプサイズ -作成するRAIDボリュームのストライプサイズ (K
バイト単位)。このオプションを指定しないと、128Kのストライプサ
イズが使用されます。

該当なし --legs ディスク数でのレッグサイズ -入れ子になったRAIDレベル (10、50)
の場合、物理ディスクの数でRAIDコンポーネントのサイズを指定し
ます。

該当なし --name 名前 - RAIDボリュームを示すユーザー定義の名前。この名前は空の
文字列 ("")に設定できます。

RAIDボリュームの最大容量は設定できません。現在、ストレージライブラリは部分
ディスクからのRAIDの設定をサポートしていません。RAIDボリュームは完全な
ディスクからのみ作成でき、部分ディスクからは作成できません。また、ディスク
はすべて同じサイズにしてください。

関連項目:

■ 73ページの「RAIDボリュームを作成する方法」

create raidサブコマンド
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▼ RAIDボリュームを作成する方法
createサブコマンドを使用するコマンドの例を次に示します。

容量が 2Gバイトでストライプサイズが 128KのRAID 0ボリュームをコントローラ 1に
作成するには、次のコマンドを実行します。

raidconfig create raid --stripe-size 128 -d c1d0,c1d1

使用可能な 2つのディスクを使用してコントローラ 2にRAID 1ボリュームを作成する
には、次のコマンドを実行します。

raidconfig create raid -c c2 --raid-level 1 --number-disks 2

72ページの「create raidサブコマンド」

delete raidサブコマンド
delete raidサブコマンドを使用すると、RAIDボリュームを削除できます。このサ
ブコマンドは、次の必須オプションの少なくとも 1つを受け取ります。

ショートオプ
ション

ロングオプ
ション 説明

-r --raid RAIDボリューム ID番号 - ID番号でリストしたボリュームを削除
します。

該当なし -all すべてのボリューム -すべてのコントローラのすべてのRAIDボ
リュームを削除します。RAIDconfigはストレージ管理ライブラリ
に対してクエリーを実行し、RAIDディスクがマウントされている
かどうかを判別します。マウントされている場合は、ユーザーに
対して警告メッセージを生成し、RAIDボリュームを削除するかど
うかをユーザーに問い合わせます。

関連項目:

■ 73ページの「RAIDボリュームを削除する方法」

▼ RAIDボリュームを削除する方法
deleteサブコマンドを使用するコマンドの例を次に示します。

コントローラ 1に作成されているRAIDボリューム 1を削除するには、次のコマンド
を実行します。

raidconfig delete raid -r c1r1

1

2

参照
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delete raidサブコマンド
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すべてのRAIDボリュームを削除するには、次のコマンドを実行します。
raidconfig delete raid --all

■ 73ページの「delete raidサブコマンド」

add spareサブコマンド
add spareサブコマンドを使用すると、グローバルスペアディスクまたは専用スペア
ディスクを追加できます。

#raidconfig add spare

関連項目:

■ 74ページの「add spareのオプション」
■ 75ページの「スペアを追加する方法」

add spareのオプション
add spareサブコマンドは次のいずれかの必須オプションを受け取ります。

ショートオ
プション

ロングオプ
ション 説明

-d --disks ディスクのリスト -コンマで区切られたディスク ID番号のリストで追
加するディスクを指定します。-rオプションを指定しないと、ディス
クはグローバルスペアとして追加されます。

-c --controller コントローラ -ディスクを識別して追加できるように、ディスクが属す
るコントローラを指定します。特定のディスクを指定しないときは常
に、このオプションで使用するコントローラを指定します。

-n --number-disksディスク数 -スペアとして追加するディスクの数。ツールは使用可能な
ディスクから選択します。使用できるディスクが足りない場合、コマン
ドは失敗します。-rコマンドオプションを指定しないと、ディスクは
グローバルスペアとして追加されます。

-r --raid RAIDボリューム ID番号 - RAIDボリューム IDを指定すると、スペアは
このRAIDボリュームの専用スペアとして追加されるはずです。コント
ローラの中には専用スペアをサポートしないものがあり、そのためにコ
マンドが失敗する可能性があることに注意してください。

関連項目:

■ 74ページの「add spareのオプション」

2

参照

add spareサブコマンド
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■ 75ページの「スペアを追加する方法」

▼ スペアを追加する方法
add spareサブコマンドを使用するコマンドの例を次に示します。

指定したディスクを使用して 2つのグローバルスペアを作成するには、次のコマン
ドを実行します。

raidconfig add spare -d c1d0,c1d1

コントローラ 1の使用可能なディスクから 2つのグローバルスペアを作成するに
は、次のコマンドを実行します。

raidconfig add spare -c c1 --number-disks 2

指定したディスクを使用してRAIDボリューム 0に 2つの専用スペアを作成するに
は、次のコマンドを実行します。

raidconfig add spare -d c1d0,c1d1 -r c1r0

■ 74ページの「add spareサブコマンド」
■ 74ページの「add spareのオプション」

remove spareサブコマンドとオプション
remove spareサブコマンドを使用すると、スペアまたは RAIDボリュームとしての
ディスクを削除できます。このサブコマンドは次の必須オプションを受け取りま
す。

ショートオ
プション

ロングオプ
ション 説明

-d --disks ディスクのリスト -コンマで区切られた ID番号で追加するディスクを指定
します。--rオプションを指定しないと、ディスクはグローバルスペアとし
て追加されます。

-r --raid RAIDボリューム ID - RAIDボリューム IDを指定すると、専用スペアとして
のディスクがこのRAIDボリュームから削除されるはずです。

関連項目:

76ページの「スペアディスクまたはRAIDボリュームを削除する方法」

1

2

3

参照
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▼ スペアディスクまたはRAIDボリュームを削除する方法

グローバルスペアとしての 2つのディスクを削除するには、次のコマンドを実行し
ます。

raidconfig remove spare -d c1d0,c1d1

RAIDボリューム 0の専用スペアとしての 2つのディスクを削除するには、次のコマン
ドを実行します。

raidconfig remove spare -d c1d0,c1d1 -r c1r0

■ 75ページの「remove spareサブコマンドとオプション」

modifyサブコマンド
RAIDボリュームまたはディスクの属性を変更するには、modifyサブコマンドを使用
します。modifyサブコマンドは、次の必須オプションの少なくとも 1つを受け取り
ます。

ショートオ
プション

ロングオプ
ション 説明

-r --raid RAIDボリューム -変更するRAIDボリューム。

-d --disks ディスク -変更するディスクのリスト。

関連項目:

■ 76ページの「modifyのオプション」
■ 77ページの「RAIDボリュームの名前を変更する方法」

modifyのオプション

オプション 説明

--raid RAIDボリューム -変更するRAIDボリュームを指定します。

--disks 変更するディスク -ディスクの IDを使用するディスクのコンマ区切りリス
ト。ディスクはRAIDボリューム内に存在するようにしてください。

--name 名前 - RAIDボリュームを示すユーザー定義の名前。空の文字列 ("")に設定で
きます。

1

2

参照

modifyサブコマンド
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オプション 説明

--read-cache 読み取りキャッシュ -無効または有効。RAID読み取りキャッシュを有効また
は無効にします。

--write-cache 書き込みキャッシュ:

disabled – RAID書き込みキャッシュを無効にします。

enabled – RAID書き込みキャッシュを有効にします。

enabled_protect —バッテリが使用可能な場合にのみキャッシュを有効にし
ます。

--disable 無効 - trueまたは false。ディスクを無効 (オフライン)または再有効 (オンライ
ン)に設定します。

関連項目:
■ 76ページの「modifyサブコマンド」
■ 77ページの「RAIDボリュームの名前を変更する方法」

▼ RAIDボリュームの名前を変更する方法
RAIDボリュームのユーザー指定の名前を変更するには、次の手順に従います。

RAIDボリュームのユーザー指定の名前を変更するには、次のコマンドを実行しま
す。
raidconfig modify raid -r c0r0 --name engineering

■ 76ページの「modifyサブコマンド」
■ 76ページの「modifyのオプション」

exportサブコマンド
exportサブコマンドを使用すると、XML形式の設定データまたはインベントリ
データをファイルに書き込むことができます。設定データには、別のシステムにイ
ンポートしてそのシステムのRAIDボリュームを同じように設定できる、設定可能な
属性のみが含まれます。インベントリデータは、コントローラ、RAIDボ
リューム、およびディスクのすべてのフィールドのスナップショットです。

exportサブコマンドは必須のファイル名を修飾子として受け取ります。その名前の
ファイルが存在する場合、ツールはファイルの上書きを確認するメッセージを表示
します (-yオプションが指定されていない場合)。ファイル名にハイフン (「-」)を指
定すると、XML形式の設定が画面に表示されます。

関連項目:

●

参照

exportサブコマンド
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■ 78ページの「raidconfig exportのオプション」
■ 78ページの「インベントリをファイルにエクスポートする方法」

raidconfig exportのオプション
exportサブコマンドを使用すると、インベントリまたは設定をXMLファイルに書き
込むことができます。

このサブコマンドは、次の必須サブコマンドの少なくとも 1つを受け取ります。

オプション 説明

inventory インベントリ -すべてのコントローラ、RAIDボリューム、および物理ディスクの
情報をエクスポートしてXMLファイルに書き込みます。

config 設定 -設定フィールドのみをインポートできる形式でエクスポートしてXML
ファイルに書き込みます。

このサブコマンドは、次の必須オプションの 1つ以上を受け取ります。

オプション 説明

--use-number-disks ボリューム内のディスク数 -設定データの場合、RAIDボリューム内の各
ディスクを一覧表示する代わりに、各RAIDボリューム内のディスク数を
XMLファイルに含めることができます。

関連項目:
■ 77ページの「exportサブコマンド」
■ 78ページの「インベントリをファイルにエクスポートする方法」

▼ インベントリをファイルにエクスポートする方法
インベントリまたは設定をエクスポートしてファイルに書き込むには、次の手順に
従います。

インベントリをエクスポートしてファイルに書き込むには、次のコマンドを実行し
ます。
raidconfig export inventory raid_inv.xml

設定をエクスポートしてファイルに書き込むには、次のコマンドを実行します。
raidconfig export config raid_config.xml

■ 77ページの「exportサブコマンド」

1

2

参照
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Sun Server CLIツールおよび IPMItool 2.0ユーザーズガイド • 2010年 4月78



■ 78ページの「raidconfig exportのオプション」

importサブコマンド
importサブコマンドを使用すると、XML形式の構成ファイルを読み取り、それに基
づいてRAIDボリュームを設定できます。特定のRAIDボリュームの作成が失敗する
と、エラーが記録され、ファイル内の次のRAIDボリュームが作成されます。import

サブコマンドは、configタイプおよび必須のファイル名をオペランド (修飾子)とし
て受け取ります。

関連項目:

■ 79ページの「ファイルからRAIDボリュームを設定する方法」

▼ ファイルからRAIDボリュームを設定する方法
次に示すのは、ファイルからRAIDの設定を読み取り、それに従ってRAIDボ
リュームを設定するコマンドの例です。

構成ファイルに従ってRAIDボリュームを設定するには、次のコマンドを実行しま
す。

raidconfig import config raid_config.xml

79ページの「importサブコマンド」

●

参照
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ilomconfig

ilomconfigを使用すると、事前に管理ネットワークに接続することなく、ホストOS
から ILOMを設定できます。また、このコマンドは、XMLビルダーとしての機能も
果たし、その後の復元操作で必要となるXMLファイルを作成する際に役立ちます。

このセクションでは、次の項目について説明します。

■ 81ページの「ilomconfigの概要」
■ 83ページの「ilomconfigコマンドの使用法」

ilomconfigの概要
ilomconfigでは、XMLファイルから制限事項つきで構成を復元できます。また、こ
のコマンドでは、コマンド行を使用してパラメータを指定することもできま
す。ilomconfigでは、ILOMバックアップ機能から生成されたXMLファイルを変更
できますが、ILOMのバックアップ構成ファイルを生成することはできません。XML
を作成または変更するには、createまたは modifyサブコマンドを使用します。

ilomconfigコマンドを実行するには、Unixベースのプラットフォームではルート権
限レベルのユーザー、Windowsプラットフォームでは管理者権限レベルの
ユーザーである必要があります。

要約すると、ilomconfigでは次の機能を実行できます。

■ ILOMバックアップXMLファイルからの復元。
■ 簡易なサブコマンドを使用したXMLファイルの変更。
■ DHCPやサイドバンドなど、ネットワークの設定。
■ ホスト名、連絡先、場所、説明などの識別情報の表示および設定。
■ DNSの表示および設定。
■ タイムゾーンなどのクロックの表示および設定。
■ ユーザー管理の表示および設定。
■ SNMPコミュニティーの表示および設定。

XMLファイルを使用して、次のいずれかの機能を実行できます。

■ ilomconfigコマンドを含む機能を実行するための新規 XMLファイルを作成しま
す。
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■ ILOMで生成された既存のXMLファイルを変更します。ただし、XMLファイルに
は、復元できない部分があります。

ilomconfigサブコマンドでは、XMLファイル内にある既存の設定を変更したり、新
しい設定を作成したりできます。

listコマンドに引数としてXMLファイルを指定すると、XMLファイルの内容を表
示できます。

注 – XMLファイルオプションを指定すると、コマンドはそのXMLファイルに対して
実行されます。XMLファイルオプションを省略すると、変更は ILOMに対して直接
行われます。

次の ILOM設定は、XMLファイルから復元したり、コマンドを使用して指定したり
することはできません。

■ SSH非公開鍵
■ ユーザーの SSH鍵
■ SSL証明書
■ CODライセンス
■ LDAPおよびAD証明書
■ プラットフォームバイナリデータ (現在、SPARC LDOMS設定に制限されていま
す)

また、次の設定は、暗号化されている場合、XMLファイルから復元できません。た
だし、XMLファイル内の暗号化されていない値は、ilomconfigツールを使用し
て、これらの設定のいくつかに対して生成できます。また、XMLファイルを手動で
編集し、復元することもできます。

■ ユーザーパスワード
■ SNMPユーザー
■ LDAP、LDAPSSL、またはRADIUSのパスワード
■ サービスタグのパスフレーズ

関連項目:

■ 83ページの「ilomconfigコマンドの使用法」
■ 102ページの「ilomconfigのエラーコード」

ilomconfigの概要
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ilomconfig コマンドの使用法
ilomconfigコマンドは、管理者モードで実行してください。

コマンドが失敗すると、102ページの「ilomconfigのエラーコード」に記載されてい
るいくつかの障害コードのいずれかが返されます。

次のオプションは、ilomconfigを含むすべてのCLIツールコマンドで使用できま
す。

ショートオ
プション

ロングオプ
ション 説明

-? --help ヘルプ—ヘルプ情報を表示します。

-V --version バージョン—ツールバージョンを表示します。

-q --quiet 非表示—情報メッセージを出力しないようにし、エラーコードだけを
返します。

-y --yes はい—操作を確定します。実行時に、操作を確認するためのプロンプ
トをユーザーに表示しません。

このセクションでは、次の項目について説明します。

■ 83ページの「XML構成のインポート方法」
■ 84ページの「XML構成を使用して ILOMをデフォルトに戻す方法」
■ 84ページの「システム概要の表示方法」
■ 84ページの「ユーザーの作成方法」
■ 85ページの「ユーザーの削除方法」
■ 85ページの「ユーザーのパスワードまたは役割の変更方法」
■ 85ページの「ユーザーの表示方法」
■ 86ページの「SNMPコミュニティーの表示方法」
■ 86ページの「SNMPコミュニティーの作成方法」
■ 86ページの「ネットワーク設定の表示方法」
■ 86ページの「ネットワーク設定の変更方法」
■ 87ページの「SP識別情報の表示方法」
■ 87ページの「識別情報の変更方法」
■ 88ページの「DNS情報の表示方法」
■ 88ページの「DNS情報の変更方法」
■ 89ページの「クロック情報の表示方法」
■ 89ページの「クロック情報の変更方法」

▼ XML構成のインポート方法
XML構成ファイルをインポートして ILOMを設定するには、ilomconfig import

configコマンドを使用します。「Yes (はい)」または「No (いいえ)」の確認を求める
プロンプトを省略するには、-yオプションを使用します。

ilomconfig コマンドの使用法
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また、このコマンドでは、信頼できる既知のXMLファイルをインポートしてシステ
ム構成を復元することもできます。

以下のコマンドを実行します。
ilomconfig import config [--xmlfile file_name] [ -y]

file_nameは、ILOMの設定に使用するXML構成ファイルの名前です。

■ 84ページの「XML構成を使用して ILOMをデフォルトに戻す方法」

▼ XML構成を使用して ILOMをデフォルトに戻す方法
ILOM設定を出荷時のデフォルトに戻すには、ilomconfig reset configコマンドを使
用します。「Yes (はい)」または「No (いいえ)」の確認を求めるプロンプトを省略す
るには、-yオプションを使用します。これにより、ILOMはリブートされます。

以下のコマンドを実行します。
ilomconfig reset config [-y]

■ 83ページの「XML構成のインポート方法」

▼ システム概要の表示方法
製品名、パーツ番号、シリアル番号、ILOMホスト名、ILOMバージョン情報を含
む、システムの概要情報を表示するには、ilomconfig list system-summary コマンド
を使用します。この機能は、Webインタフェースの「Summary (概要)」タブに相当
します。

以下のコマンドを実行します。
ilomconfig list system-summary

■ 83ページの「XML構成のインポート方法」

▼ ユーザーの作成方法
ユーザーを作成するには、ilomconfig create userコマンドを使用します。-yオプ
ションを使用すると、「Yes (はい)」または「No (いいえ)」の確認を求めるプロンプ
トが省略されます。このコマンドにXMLファイル名を指定すると、ILOM自体が変
更されるのではなく、XMLファイルに対して変更が行われます。

以下のコマンドを実行します。
ilomconfig create user [username] [--password password] [--role role] [--xmlfile

filename.xml]
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--roleは、ILOMユーザーの役割です。

■ 85ページの「ユーザーの削除方法」

▼ ユーザーの削除方法
ユーザーを削除するには、ilomconfig delete userコマンドを使用します。-yオプ
ションを使用すると、「Yes (はい)」または「No (いいえ)」の確認を求めるプロンプ
トが省略されます。このコマンドにXMLファイル名を指定すると、ILOM自体が変
更されるのではなく、XMLファイルに対して変更が行われます。

以下のコマンドを実行します。

ilomconfig delete user [username] [-y] [--xmlfile filename.xml]

■ 84ページの「ユーザーの作成方法」

▼ ユーザーのパスワードまたは役割の変更方法
ユーザーのパスワードまたは役割を変更するには、ilomconfig modify user コマンド
を使用します。このコマンドにXMLファイル名を指定すると、ILOM自体が変更さ
れるのではなく、XMLファイルに対して変更が行われます。

以下のコマンドを実行します。

ilomconfig modify user [username] [--password password] [--role role] [--xmlfile

filename.xml]

■ 85ページの「ユーザーの表示方法」

▼ ユーザーの表示方法
1人またはすべてのユーザーを表示するには、ilomconfig list userコマンドを使用
します。このコマンドにXMLファイル名を指定すると、ILOM自体にクエリーが実
行されるのではなく、XMLファイルで定義されているユーザーが表示されます。

以下のコマンドを実行します。

ilomconfig list user [username] [--xmlfile filename.xml]

■ 85ページの「ユーザーのパスワードまたは役割の変更方法」
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▼ SNMPコミュニティーの表示方法
1つまたはすべての SNMPコミュニティーを表示するには、ilomconfig

snmp-communityコマンドを使用します。このコマンドにXMLファイル名を指定する
と、ILOM自体にクエリーが実行されるのではなく、XMLファイルで定義されてい
る SNMPコミュニティーが表示されます。

以下のコマンドを実行します。

ilomconfig list snmp-community [communityname] [--xmlfile filename]

■ 86ページの「SNMPコミュニティーの作成方法」

▼ SNMPコミュニティーの作成方法
SNMPコミュニティーを作成するには、ilomconfig create snmp-communityコマンド
を使用します。このコマンドにXMLファイル名を指定すると、ILOM自体が変更さ
れるのではなく、XMLファイルに対して変更が行われます。

以下のコマンドを実行します。

ilomconfig create snmp-community [communityname] [--permission ro|rw]

[--xmlfile filename.xml]

--permissionは、読み取り専用または読み取り/書き込み (ro|rw)です。

■ 86ページの「SNMPコミュニティーの表示方法」

▼ ネットワーク設定の表示方法
ネットワーク設定を表示するには、ilomconfig list network コマンドを使用しま
す。このコマンドは、IPアドレス、ネットマスク、ゲートウェイ、DHCP設定、サ
イドバンド、およびMACを表示します。このコマンドにXMLファイル名を指定す
ると、ILOM自体にクエリーが実行されるのではなく、XMLファイルで定義されて
いるユーザーが表示されます。

以下のコマンドを実行します。

ilomconfig list network [--xmlfile filename.xml]

■ 86ページの「ネットワーク設定の変更方法」

▼ ネットワーク設定の変更方法
設定を変更するには、ilomconfig modify network コマンドを使用します。このコマ
ンドは、IPアドレス、ネットマスク、ゲートウェイ、DHCP設定、およびサイドバ
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ンドを表示します。このコマンドにXMLファイル名を指定すると、ILOM自体が変
更されるのではなく、XMLファイルに対して変更が行われます。

以下のコマンドを実行します。

ilomconfig modify network [--ipdiscovery static| dhcp] [--ipaddress ipaddress]
[--netmask netmask] [--gateway gateway] [--state enabled| disabled] [--mgmtport

port] [--xmlfile filename.xml]

オプション 説明 例:

--ipdiscovery ネットワークの検出メカニズム。静的または
DHCPを指定できます。

roまたは rw

--ipaddress ILOM IPアドレス。 255.255.255.0

--netmask ILOMネットマスク。 255.255.255.0

--gateway ILOMゲートウェイ。 255.255.255.0

--state ILOM管理ポートのパス。 /SP/SP/NET0

--mgmtport ILOM管理ポートの状態。 enabledまたは disabled

--xmlfile ILOMではなく、指定したXMLファイルを変更し
ます。

file.xml

■ 86ページの「ネットワーク設定の表示方法」

▼ SP識別情報の表示方法
SPの識別情報を表示するには、ilomconfig list identificationコマンドを使用しま
す。このコマンドは、SPホスト名、システムの連絡先、システムの場所、およびシ
ステムの説明を表示し、Webインタフェースの「Identification (識別情報)」タブに相
当します。このコマンドにXMLファイル名を指定すると、ILOM自体にクエリーが
実行されるのではなく、XMLファイルで定義されている識別情報が表示されます。

以下のコマンドを実行します。

ilomconfig list identification [--xmlfile filename.xml]

■ 87ページの「識別情報の変更方法」

▼ 識別情報の変更方法
識別情報を変更するには、ilomconfig modify identification コマンドを使用しま
す。このコマンドは、ホスト名、システムの連絡先、システムの場所、およびシス
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テムの説明を変更します。このコマンドにXMLファイル名を指定すると、ILOM自
体が変更されるのではなく、XMLファイルに対して変更が行われます。

以下のコマンドを実行します。
ilomconfig modify identification [--hostname hostname] [--system-contact

system_contact] [--system-location system_location] [--system-identifier

system_identifier]

オプション 説明 例:

--hostname ILOMホスト名。 roまたは rw

--system-contact ILOMシステムの連絡先を指定するフィール
ド。

user

--system-location ILOMシステムの場所を指定するフィールド。 west

--system-identifier ILOMシステム識別子を指定するフィールド。 x4800

--xmlfile ILOMではなく、指定したXMLファイルを変
更します。

file.xml

■ 88ページの「DNS情報の表示方法」

▼ DNS情報の表示方法
DNS情報を表示するには、ilomconfig list dnsコマンドを使用します。このコマン
ドにXMLファイル名を指定すると、ILOM自体にクエリーが実行されるのではな
く、XMLファイルで定義されているDNS情報が表示されます。

以下のコマンドを実行します。
ilomconfig list dns [--xmlfile filename.xml]

■ 88ページの「DNS情報の変更方法」

▼ DNS情報の変更方法
DNS情報を変更するには、ilomconfig modify dnsコマンドを使用します。このコマ
ンドにXMLファイル名を指定すると、ILOM自体が変更されるのではなく、XML
ファイルに対して変更が行われます。

以下のコマンドを実行します。
ilomconfig modify dns [--nameservers nameserverlist] [--autodns enabled|disabled ]

[--retries retries] [--searchpath searchpathlist] [- -timeout timeout] [--xmlfile

filename.xml]
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オプション 説明 例:

--nameservers ILOMのDNSネームサーバーの IPアドレスをコンマで区
切ったリスト。

roまたは rw

--auto-dns ILOM自動DNSの状態。 enabledまたは
disabled

--searchpath 検索サフィックスを優先順にコンマで区切ったリスト。

--retries DNSの再試行回数。 0～ 5までの整数。

--timeout DNSの応答を待機する秒数。このオプションは、6つま
での検索サフィックスとともに使用できます。各サ
フィックスはコンマで区切ります。

2

--xmlfile ILOMではなく、指定したXMLファイルを変更します。 file.xml

■ 88ページの「DNS情報の表示方法」

▼ クロック情報の表示方法
クロック情報を表示するには、ilomconfig list clock コマンドを使用します。この
コマンドにXMLファイル名を指定すると、ILOM自体にクエリーが実行されるので
はなく、XMLファイルで定義されているクロック情報が表示されます。

以下のコマンドを実行します。

ilomconfig list clock [--xmlfile filename.xml]

■ 89ページの「クロック情報の変更方法」

▼ クロック情報の変更方法
クロック情報を変更するには、ilomconfig modify clock コマンドを使用します。こ
のコマンドにXMLファイル名を指定すると、ILOM自体が変更されるのではな
く、XMLファイルに対して変更が行われます。

以下のコマンドを実行します。

ilomconfig modify clock [--datetime datetime] [--timezone timezone] [--usentp

enabled|disabled [--ntp-server1 ntpserver1] [--ntp-server2 ntpserver2] [--xmlfile

filename.xml]

オプション 説明 例:

--datetime MMDDhhmmYYYY形式またはMMDDhhmmYYYY.ss形
式での ILOM日付。

032514272010

参照
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オプション 説明 例:

--timezone GMTなどの ILOMクロックタイムゾーン。 enabledまたは disabled

--usentp ILOM NTPクライアントの状態。 enabledまたは disabled

--ntp-server1 ILOM NTPサーバー 1の IPアドレス。 aaa.bbb.ccc.ddd

--ntp-server2 ILOM NTPサーバー 2の IPアドレス。 aaa.bbb.ccc.ddd

--xmlfile ILOMではなく、指定したXMLファイルを変更しま
す。

file.xml

■ 89ページの「クロック情報の表示方法」参照
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Windowsの ipmitool

このセクションでは、ipmitoolと、Windowsオペレーティングシステムを実行して
いるシステムに ipmitoolをインストールする方法について説明します。

このセクションの手順を開始する前に、次の手順を完了しておいてください。

■ Microsoft Windows Server 2003またはWindows Server 2008オペレーティングシステ
ムをインストールします。

■ Windows.zipをダウンロードし、展開して InstallPack_x_x_x.exeを取得します。
■ InstallPack_x_x_x .exeを実行し、追加ソフトウェアをサーバーにインストール
します。

このセクションでは、次の項目について説明します。

■ 91ページの「ipmitoolの概要」
■ 92ページの「Sun IPMI System Management Driver 2.1」
■ 92ページの「Sun IPMI System Management Driver 2.1を手動でインストールする方
法」

■ 93ページの「Sun IPMI System Management Driver 2.1の無人インストールを実行す
る方法」

■ 94ページの「ipmitoolのインストール状態を確認する方法」
■ 95ページの「PXEが最初にブートするように設定する方法」
■ 95ページの「ハードドライブが最初にブートするように設定する方法」
■ 96ページの「CD/DVDが最初にブートするように設定する方法」
■ 97ページの「フロッピーまたはリムーバブルメディアが最初にブートするよう
に設定する方法」

ipmitoolの概要
Sun Server Hardware Management Packの一部として提供される IPMI設定CLIツール
(ipmitool)は、センサーデータリポジトリ (Sensor Data Depository、SDR)を読み込
み、次の情報を表示するユーティリティーです。

■ センサー値
■ システムイベントログ (SEL)
■ 現場交換可能ユニット (Field-Replaceable Unit、FRU)についての情報
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■ インベントリ情報

また、ipmitoolは、LAN構成パラメータを取得および設定し、サーバーのサービス
プロセッサを介してシャーシの電源制御操作を行います。

ipmitoolは、サーバーのツールおよびドライバCDまたは Installpack _x_x_x.exe実
行可能ファイルを使用してインストールできる追加ソフトウェアです。 _x_x_x番号
は、パッケージのバージョンを示します (たとえば、 InstallPack_1_1_4.zip)。

Management Agentsで ipmitoolを使用する方法については、『Sun Server Management
Agents 2.0ユーザーズガイド』の「SNMPトラップの生成」を参照してください。

Sun IPMI System Management Driver 2.1

注 –このドライバが必要かどうかを確認するには、11ページの「コンポーネントのイ
ンストール」にあるOSサポートマトリックスを参照してください。

Microsoft Windows Server 2003 SP1の場合、Sun IPMI System Management Driver 2.1を使
用すると、内部のキーボードコントローラススタイル (Keyboard Controller
Style、KCS)インタフェースを介して、Microsoft Windowsホストオペレーティングシ
ステムと ILOMサービスプロセッサの間で通信を行うことができます。このドライ
バは、Microsoft Windows Server 2003 SP1でのみ機能します。

これ以降のOSバージョン (Microsoft Windows Server 2003 R2およびMicrosoft Windows
Server 2003 SP2を含む)の場合、それらのハードウェア管理モジュールに含まれる
Microsoft製の IPMIドライバを使用すると、同じ機能が得られます。

関連項目:

■ 91ページの「ipmitoolの概要」
■ 92ページの「Sun IPMI System Management Driver 2.1を手動でインストールする方
法」

■ 93ページの「Sun IPMI System Management Driver 2.1の無人インストールを実行す
る方法」

■ 94ページの「ipmitoolのインストール状態を確認する方法」

▼ Sun IPMI System Management Driver 2.1を手動でインストールする
方法
Microsoft Windows Server 2003 SP1に Sun IPMI System Management Driver 2.1をインス
トールするには、次の手順に従います。

Sun IPMI System Management Driver 2.1
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次のようにして、このドライバの前のバージョンをアンインストールします。

■ 「マイコンピュータ」を右クリックし、「プロパティ」を選択します。

■ 「ハードウェア」タブを選択し、「デバイスマネージャ」をクリックします。

■ 「システムデバイス」セクションを展開します。

■ 「SUN IPMI System Management Driver」を探し、この項目を右クリックします。

■ 「アンインストール」を選択し、削除を確認します。

「コントロールパネル」を開き、「ハードウェアの追加」を選択します。

「次へ」をクリックします。

「はい、ハードウェアを接続しています」を選択し、「次へ」をクリックします。

表示された一覧から「新しいハードウェアデバイスの追加」を選択し、「次へ」を
クリックします。

「一覧から選択したハードウェアをインストールする」を選択し、「次へ」をク
リックします。

「システムデバイス」を選択し、「次へ」をクリックします。

「ディスク使用」タブをクリックし、ism.infファイルが保存されているファイルシ
ステムの場所を指定します。

「OK」をクリックし、ドライバをアンインストールします。

■ 91ページの「ipmitoolの概要」
■ 92ページの「Sun IPMI System Management Driver 2.1」
■ 93ページの「Sun IPMI System Management Driver 2.1の無人インストールを実行す
る方法」

■ 94ページの「ipmitoolのインストール状態を確認する方法」

▼ Sun IPMI System Management Driver 2.1の無人インストールを実行
する方法
このセクションでは、Microsoft Windows Server 2003 SP1に対して Sun IPMI System
Management Driver 2.1の無人 (ユーザーの操作を必要としない)インストールを実行す
る方法について説明します。
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無人インストールを実行するには、devcon CLIユーティリティーをダウンロードする
必要があります。

Microsoft Webサイトの http://support.microsoft.com/kb/311272から devconコマンド
行ユーティリティーをダウンロードします。

次のようにして、このドライバの前のバージョンをアンインストールします。

F:\ism> devcon remove *ISM

ism.infを含むディレクトリ (次の例では F:\ismであると想定)から、次のコマンドを
実行します。

F:\\ism> devcon install ism.inf *ism

■ 94ページの「ipmitoolのインストール状態を確認する方法」

■ 91ページの「ipmitoolの概要」
■ 92ページの「Sun IPMI System Management Driver 2.1」
■ 92ページの「Sun IPMI System Management Driver 2.1を手動でインストールする方
法」

▼ ipmitoolのインストール状態を確認する方法

次のコマンドを実行して、デバイス文字列を取得します。

F:\ism> devcon find *ism

出力には、このドライバのデバイス文字列が含まれます。

次のコマンドを実行して、ステータスを取得します。

F:\ism> devcon status @device-string

devcon findコマンドがデバイス文字列 ROOT\SYSTEM\0003を返したと仮定した場
合、次のコマンドを実行します。

F:\ism> devcon status @ROOT\SYSTEM\0003

予想される出力は、次のとおりです。

Name: Sun IPMI System Management Driver v2.1

Driver is running

1 matching device(s) found.

■ 97ページの「フロッピーまたはリムーバブルメディアが最初にブートするよう
に設定する方法」
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▼ PXEが最初にブートするように設定する方法
一部のプラットフォームでは、biosconfigを使用してブート順序を制御する代わり
に、IPMIコマンドを使用できます。このコマンドでも、サービスプロセッサを介し
てブート順序に永続的な変更を行うことができます。このインタフェースでは、起
動デバイスの中でもっとも優先順位が高いカテゴリを指定できます。この操作
は、BIOS設定を入力し、デバイスのカテゴリ全体をブートリストの一番上に移動す
ること (たとえば、すべてのディスクがCD-ROMよりも前にブートするように移動)
と同じです。

次の ipmitool rawコマンドは、ipmitool chassis bootdevコマンドと同様に機能しま
す。BIOS POST中に、BIOSは SPにブートフラグを要求します。rawコマンドに
は、追加のビットセット (永続的なビット)が 1つ含まれています。このビットによ
り、ブートリストを並べ替えてその順序をCMOSに保存するよう、BIOSに指示しま
す。これらの ipmitoolコマンドは、ホスト Linuxシステムに IPMIドライバがインス
トールされている場合、ホストの SPのキーボードコントローラススタイル
(Keyboard Controller Style、KCS)インタフェースを介して実行することもできます。

次のコマンドを使用します。
ipmitool -H ... -U root -P ... raw 0x0 0x8 0x5 0xC0 0x4 0x0 0x0

BIOSのブート順序は、PXEが最初にブートするように変更されます。Sun Blade
X6275には、InfiniBand (IB)インタフェースとギガビット Ethernet (GE)インタ
フェースの両方が備えられており、このコマンドによって 2つのインタフェースが
ブートリストの一番上に移動します。この結果、IB gPXEが最初にブートし、IBが
フェイルオーバーした場合にGEが次にブートするようになります。ブート順序の変
更は、BIOS設定に反映されます。

■ 95ページの「ハードドライブが最初にブートするように設定する方法」
■ 96ページの「CD/DVDが最初にブートするように設定する方法」
■ 97ページの「フロッピーまたはリムーバブルメディアが最初にブートするよう
に設定する方法」

▼ ハードドライブが最初にブートするように設定する方法
一部のプラットフォームでは、biosconfigを使用してブート順序を制御する代わり
に、IPMIコマンドを使用できます。このコマンドでも、サービスプロセッサを介し
てブート順序に永続的な変更を行うことができます。このインタフェースでは、起
動デバイスの中でもっとも優先順位が高いカテゴリだけを指定できます。この操作
は、BIOS設定を入力し、デバイスのカテゴリ全体をブートリストの一番上に移動す
ること (たとえば、すべてのディスクがCD-ROMよりも前にブートするように移動)
と同じです。

次の ipmitool rawコマンドは、ipmitool chassis bootdevコマンドと同様に機能しま
す。BIOS POST中に、BIOSは SPにブートフラグを要求します。rawコマンドに
は、追加のビットセット (永続的なビット)がもう 1つ含まれています。このビット
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により、ブートリストを並べ替えてその順序をCMOSに保存するよう、BIOSに指示
します。これらの ipmitoolコマンドは、ホスト Linuxシステムに IPMIドライバがイ
ンストールされている場合、ホストの SPのキーボードコントローラススタイル
(Keyboard Controller Style、KCS)インタフェースを介して実行することもできます。

次のコマンドを使用します。

ipmitool -H ... -U root -P ... raw 0x0 0x8 0x5 0xC0 0x8 0x0 0x0

BIOSのブート順序は、ハードドライブが最初にブートするように変更されま
す。Sun Blade X6275には、フラッシュmini-DIMM SATAが備えられており、このド
ライブが最初にブートします。ブート順序の変更は、BIOS設定に反映されます。

■ 95ページの「PXEが最初にブートするように設定する方法」
■ 96ページの「CD/DVDが最初にブートするように設定する方法」
■ 97ページの「フロッピーまたはリムーバブルメディアが最初にブートするよう
に設定する方法」

▼ CD/DVDが最初にブートするように設定する方法
一部のプラットフォームでは、biosconfigを使用してブート順序を制御する代わり
に、IPMIコマンドを使用できます。このコマンドでも、サービスプロセッサを介し
てブート順序に永続的な変更を行うことができます。このインタフェースでは、起
動デバイスの中でもっとも優先順位が高いカテゴリだけを指定できます。この操作
は、BIOS設定を入力し、デバイスのカテゴリ全体をブートリストの一番上に移動す
ること (たとえば、すべてのディスクがCD-ROMよりも前にブートするように移動)
と同じです。

次の ipmitool rawコマンドは、ipmitool chassis bootdevコマンドと同様に機能しま
す。BIOS POST中に、BIOSは SPにブートフラグを要求します。rawコマンドに
は、追加のビットセット (永続的なビット)がもう 1つ含まれています。このビット
により、ブートリストを並べ替えてその順序をCMOSに保存するよう、BIOSに指示
します。これらの ipmitoolコマンドは、ホスト Linuxシステムに IPMIドライバがイ
ンストールされている場合、ホストの SPのキーボードコントローラススタイル
(Keyboard Controller Style、KCS)インタフェースを介して実行することもできます。

次のコマンドを使用します。

ipmitool -H ... -U root -P ... raw 0x0 0x8 0x5 0xC0 0x14 0x0 0x0

BIOSのブート順序は、CD/DVDが最初にブートするように変更されます。Sun Blade
X6275では、USB外付けCD/DVD-ROMドライブまたは Javaコンソールからリダイレ
クトされたCDがこれに該当します。ブート順序の変更は、BIOS設定に反映されま
す。

■ 95ページの「PXEが最初にブートするように設定する方法」

●

参照

●

参照

Sun IPMI System Management Driver 2.1
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■ 95ページの「ハードドライブが最初にブートするように設定する方法」
■ 97ページの「フロッピーまたはリムーバブルメディアが最初にブートするように
設定する方法」

▼ フロッピーまたはリムーバブルメディアが最初にブートするよう
に設定する方法
一部のプラットフォームでは、biosconfigを使用してブート順序を制御する代わり
に、IPMIコマンドを使用できます。このコマンドでも、サービスプロセッサを介し
てブート順序に永続的な変更を行うことができます。このインタフェースでは、起
動デバイスの中でもっとも優先順位が高いカテゴリだけを指定できます。この操作
は、BIOS設定を入力し、デバイスのカテゴリ全体をブートリストの一番上に移動す
ること (たとえば、すべてのディスクがCD-ROMよりも前にブートするように移動)
と同じです。

次の ipmitool rawコマンドは、ipmitool chassis bootdevコマンドと同様に機能しま
す。BIOS POST中に、BIOSは SPにブートフラグを要求します。rawコマンドに
は、追加のビットセット (永続的なビット)がもう 1つ含まれています。このビット
により、ブートリストを並べ替えてその順序をCMOSに保存するよう、BIOSに指示
します。これらの ipmitoolコマンドは、ホスト Linuxシステムに IPMIドライバがイ
ンストールされている場合、ホストの SPのキーボードコントローラススタイル
(Keyboard Controller Style、KCS)インタフェースを介して実行することもできます。

次のコマンドを使用します。

ipmitool -H ... -U root -P ... raw 0x0 0x8 0x5 0xC0 0x3C 0x0 0x0

BIOSのブート順序は、フロッピーまたはリムーバブルメディア (USBフラッシュな
ど)が最初にブートするように変更されます。Sun Blade X6275では、USBフ
ラッシュドライブまたは Javaコンソールからリダイレクトされたフロッピーがこれ
に該当します。ブート順序の変更は、BIOS設定に反映されます。

■ 95ページの「PXEが最初にブートするように設定する方法」
■ 95ページの「ハードドライブが最初にブートするように設定する方法」
■ 96ページの「CD/DVDが最初にブートするように設定する方法」

●

参照

Sun IPMI System Management Driver 2.1
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CLIツールのエラーコード

このセクションでは、次の項目について説明します。

■ 99ページの「共通のエラーコード」
■ 100ページの「biosconfigのエラーメッセージ」
■ 101ページの「raidconfigのエラーコード」
■ 102ページの「ilomconfigのエラーコード」
■ 103ページの「fwupdateのエラーコード」

共通のエラーコード
次に、コマンド共通のエラーコードのリストを示します。各エラーコードには、文
字列が関連付けられています。エラーコードは、ログファイルおよび stdoutファイ
ルに出力されます。

表 5 共通のエラーコード

コード番号 エラーの説明

0 OK.

1 無効なオプションです。

2 無効なサブコマンドです。

3 このサブコマンドはサポートされていません。

4 無効なデバイス形式です。

5 XMLファイルを作成できません。

6 XMLファイルを読み込れません。

7 アプリケーションデータを取得できません。

8 内部エラーが発生しました。

9 メモリが不足しています。

10 無効なブール型引数です。

11 このオプションはサポートされていません。
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表 5 共通のエラーコード (続き)
コード番号 エラーの説明

12 記憶領域の初期化に失敗しました。

13 名前が長すぎます。

14 サブコマンドの後ろの文字列が無効です。

15 XMLファイル名が必要です。

16 無効な引数です。

17 XMLファイルの書き込みに失敗しました。

18 デバイスがビジー状態なので、コマンドを完了できません。

関連項目:

■ 100ページの「biosconfigのエラーメッセージ」.
■ 101ページの「raidconfigのエラーコード」
■ 102ページの「ilomconfigのエラーコード」
■ 103ページの「fwupdateのエラーコード」

biosconfigのエラーメッセージ
このセクションでは、発生する可能性がある biosconfigのエラーと、それらのエ
ラーが発生した場合の対処方法を示します。

エラー番号 説明

エラー 36～ 49 Microsoft IPMIドライバ (2003 R2)または Sun ISMドライバ (Pre–2003 R2)が正しく
インストールされているかどうかを確認します。

これらのドライバのいずれかをシステムにインストールする方法については、使
用しているシステムのWindows OSドキュメントで、使用中のドライバの更新方
法を参照するか、使用しているシステムのソフトウェアダウンロードサイトにア
クセスしてください。

Errors 57-63 Microsoft IPMIドライバ (2003 R2)または Sun ISMドライバ (Pre2003 R2)が正しくイ
ンストールされているかどうかを確認します。これらのドライバのいずれか一方
だけがシステムにインストールされていることを確認します。

エラー 64 Linuxまたは Solarisの場合は root、Windowsの場合はAdministratorとし
て、biosconfigを実行します。

biosconfigの複数のインスタンスを同時に実行しないでください。複数同時アク
セスを可能にするためのロック機能は、どのOSにも配備されていません。

関連項目:

biosconfigのエラーメッセージ

Sun Server CLIツールおよび IPMItool 2.0ユーザーズガイド • 2010年 4月100



■ 35ページの「biosconfigの使用」
■ 37ページの「biosconfigコマンドの概要」

raidconfigのエラーコード
サポートされていないパラメータにRAID項目を設定しようとすると、エラーが返さ
れることがあります。たとえば、設定したRAIDレベルがRAIDコントローラでサ
ポートされていない場合、CLIにより、不適切な設定をわかりやすく示すエラー文字
列が表示され、対応するエラーコードが返されます。

次の表に、このツールに固有のエラーコードおよび文字列の一覧を示します。

表 6 raidconfigのエラーコード

コード番号 エラーの説明

100 コントローラを使用できません。

101 このコントローラはRAIDをサポートしていません。

102 コントローラに関連付けられている物理ディスクがありません。

103 無効なコントローラです。

104 無効なディスクです。

105 無効なRAIDボリュームです。

106 このRAIDレベルはコントローラでサポートされていません。

107 デフォルトのRAIDレベルはサポートされていません。

108 定義されたディスクは使用中です。

109 ディスク数が、このレベルに許可される数を超えています。

110 内部データの取得に失敗しました。

111 要求されたディスク数は、使用可能なディスク数を超えています。

112 実際のディスク数と要求されたディスク数の両方を定義することはできません。

113 このオプションはコントローラでサポートされていません。

114 ストライプサイズがコントローラに対して無効です。

115 レッグサイズがコントローラに対して無効です。

116 RAIDデータを取得できません。

118 RAIDの作成に失敗しました。

119 RAIDの削除に失敗しました。

raidconfigのエラーコード
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表 6 raidconfigのエラーコード (続き)
コード番号 エラーの説明

120 ディスクが複数回定義されました。

121 ディスクは同じコントローラ上にある必要があります。

122 最大RAIDボリューム数が作成されました。

123 無効なRAID設定です。

124 このRAIDボリュームは使用中です。

125 不完全なRAID設定です。

126 内部データの書き込みに失敗しました。

127 このコマンドにはディスクを入力する必要があります。

128 このディスクは専用のスペアではありません。

129 このディスクはグローバルスペアではありません。

130 このコントローラは専用のスペアをサポートしていません。

131 このコントローラはグローバルスペアをサポートしていません。

132 このコマンドにはディスクまたはRAIDボリュームを入力する必要があります。

133 定義されたディスクはRAIDボリューム内に存在しません。

134 読み取りキャッシュと書き込みキャッシュの両方を同じコマンドに設定すること
はできません。

関連項目:
■ 65ページの「raidconfig」

ilomconfigのエラーコード
次の表に、ilomconfigのエラーコードを示します。

表 7 ilomconfigのエラーコード

コード番号 エラーの説明

50 BMCに接続できません。

51 -username オプションがありません。

52 -password オプションがありません。

53 ユーザーはすでに存在します。

ilomconfigのエラーコード
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表 7 ilomconfigのエラーコード (続き)
コード番号 エラーの説明

54 -communityname オプションがありません。

55 指定されたコミュニティーはすでに存在します。

56 ユーザーは存在しません。

57 コミュニティー名は存在しません。

58 削除に失敗しました。

59 復元中に障害が発生しました。

60 変更するオプションを指定してください。

61 そのようなプロパティーはありません。

62 ユーザー名の長さが無効です。

63 役割の値が無効です。

64 アクセス権の値が無効です。

65 パスワードの長さが無効です。

66 IP検出の値が無効です。

67 IPの状態の値が無効です。

68 IPアドレスが無効です。

69 自動DNSの値が無効です。

70 NTPの使用に関する値が無効です。

71 製品シリアル番号が現在のシステムと一致しません。

72 ILOMエラーが発生しました。

関連項目:

■ 99ページの「共通のエラーコード」
■ 81ページの「ilomconfig」

fwupdateのエラーコード
次に、fwupdateコマンドのエラーコードのリストを示します。各エラーコードに
は、文字列が関連付けられています。エラーコードは、ログファイルおよび stdout

ファイルに出力されます。

fwupdateのエラーコード
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表 8 fwupdateのエラーコード

コード番号 エラーの説明

200 無効なデバイスタイプです。

201 無効なイメージの種類です。

202 無効なデバイス IDです。

203 リセットに失敗しました。

204 ファームウェアのチェックに失敗しました。

205 ファームウェアのダウンロードに失敗しました。

206 コンポーネントが一致しません。

207 ファイル名がありません。

208 無効なイメージファイルです。

209 リセットできません。

210 リセットが一致しません。

211 デバイスが指定されていません。

212 更新がキャンセルされました。

関連項目:

■ 99ページの「共通のエラーコード」
■ 57ページの「fwupdate」

fwupdateのエラーコード
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